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10
月
12
日
、
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、
笛
吹
市
制
施
行
7
周
年
記
念

式
典
が
開
催
さ
れ
、
来
賓
、
功
績
者
表

彰
な
ど
の
受
賞
者
、
一
般
招
待
者
な
ど

３
０
０
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
式
典
の
あ
い
さ
つ
と
し
て
、
荻
野
市

長
は
「
私
は
、
市
政
の
舵
取
り
を
担
う

も
の
と
し
て
、
将
来
の
笛
吹
市
を
見
つ

め
つ
つ
、
時
代
の
変
化
に
的
確
に
対
応

す
る
強
い
意
思
を
も
ち
、
市
民
の
皆
様

と
と
も
に
、
笛
吹
市
の
持
続
的
発
展
を

可
能
と
す
べ
く
、
各
種
施
策
を
果
敢
に

実
行
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
」

と
語
り
、
市
政
経
営
に
邁
進
す
る
こ
と

を
誓
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
様
々
な
方
面
で
市
政
に
貢
献

さ
れ
た
方
々
に
感
謝
状
が
授
与
さ
れ
た

ほ
か
、
N
P
O
法
人
「
学
び
の
広
場
ふ

え
ふ
き
」
が
指
導
す
る
児
童
・
生
徒
の

篠
笛
の
演
奏
や
春
日
居
小
学
校
児
童
に

よ
る
合
唱
な
ど
が
あ
り
、
若
い
息
吹
を

感
じ
さ
せ
る
内
容
と
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
表
彰
さ
れ
た
の
は
次
の
方
々

で
す
。
（
敬
称
略
）

▼
功
績
者
表
彰
受
賞
者

・
岡
　
三
郎
（
前
笛
吹
市
消
防
団
長
）

・
小
山
政
孝
、
㈱
小
山
電
気
　

　
代
表
取
締
役
（
篤
志
寄
附
）

・
齊
藤
敏
夫
（
篤
志
寄
附
）

・
山
梨
県
立
山
梨
園
芸
高
校
・
笛
吹
高

校
　
植
物
研
究
部

（
平
成
23
年
全
国
高
校
総
合
文
化
祭

自
然
科
学
部
門
最
優
秀
賞
受
賞
）

▼
ま
ち
づ
く
り
表
彰

・
甲
斐
之
國
御
坂
天
雷
太
鼓
保
存
会

　
多
く
の
文
化
交
流
を
行
う
と
と
も
に
、

小
、
中
、
高
校
生
で
構
成
す
る
「
子
供

組
」
を
結
成
し
、
太
鼓
を
通
じ
て
子

ど
も
た
ち
の
心
身
の
育
成
に
も
貢
献

す
る
な
ど
、
市
の
芸
術
文
化
向
上
青

少
年
育
成
等
に
功
績
を
残
し
て
い
ま
す
。

　
（
活
動
歴
28
年
　
現
会
員
数
30
名
）

▼
公
職
退
任
者
感
謝
状

　
農
業
委
員
、
選
挙
管
理
委
員
会
委

員
長
な
ど
公
職
を
退
任
さ
れ
た
方
々

34
名
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

▼
行
政
区
長
退
任
者
感
謝
状

　
地
域
発
展
の
た
め
行
政
区
長
と
し

て
尽
力
を
い
た
だ
き
、
本
年
3
月
31

日
付
け
で
退
任
さ
れ
た
方
々
１
１
１

名
に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

▼
笛
吹
市
ふ
る
さ
と
大
使

　
市
は
、
市
に
関
す
る
情
報
を
全
国

に
発
信
し
、
ま
た
、
市
政
に
助
言
を

い
た
だ
く
方
々
を
「
笛
吹
市
ふ
る
さ

と
大
使
」
に
委
嘱
し
て
い
ま
す
。

・
石
原
　
登
（
作
家
、
㈱
双
辰
会
長
、

㈲
甲
辰
会
長
）

・
小
林
　
喬
（
富
国
生
命
保
険
相
互
会

社
　
相
談
役
）

・
佐
野
　
稔
（
ス
ケ
ー
ト
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
、
タ
レ
ン
ト
）

・
竹
内
一
政
（
医
学
博
士
、
レ
ー
ザ
ー

メ
ス
の
開
発
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Χ
出
演
）

・
新
田
雄
治
（
ス
タ
ン
レ
ー
電
気
㈱
　

最
高
顧
問
）

・
早
河
　
洋
（
㈱
テ
レ
ビ
朝
日
　
代
表

取
締
役
社
長
）

・
林
家
英
平
（
落
語
家
）

・
本
庄
繁
子
（
き
も
の
美
装
学
園
　
学

園
長
、
東
京
御
坂
会
　
副
会
長
）

・
向
笠
正
夫
（
㈱
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
　

取
締
役
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）

　
原
動
機
付
自
転
車
独
自
標
識
（
ナ
ン

バ
ー
プ
レ
ー
ト
）
の
デ
ザ
イ
ン
採
用
者

で
あ
る
渡
邉
健
二
さ
ん
（
御
坂
町
）
に

表
彰
状
が
贈
ら
れ
、
多
く
の
作
品
を
応

募
し
て
い
た
だ
い
た
八
代
小
学
校
に
感

謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
N
P
O
法
人
「
学
び
の
広
場
　
ふ
え

ふ
き
」
の
指
導
を
受
け
て
い
る
7
名
の

小
・
中
学
生
の
皆
さ
ん
が
市
制
祭
を
記

念
し
て
、
篠
笛
の
演
奏
を
し
ま
し
た
。

　
同
法
人
は
、
教
職
員
の
O
B
の
方
々

で
構
成
さ
れ
、
地
域
の
歴
史
と
文
化
を

学
ぶ
様
々
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
そ

の
一
つ
と
し
て
「
篠
笛
教
室
」
を
開
い

て
い
ま
す
。

　
7
名
の
皆
さ
ん
は
、
「
招
福
笛
吹
市
」

「
紅
葉
」
な
ど
計
4
曲
を
演
奏
し
、
篠

笛
の
澄
ん
で
美
し
い
音
色
を
会
場
に
響

か
せ
て
い
ま
し
た
。

　　
笛
吹
市
立
春
日
居
小
学
校
4
年
生
89

名
が
、
演
奏
曲
「T

o
m
o
r
r
o
w

（
ト
ゥ

モ
ロ
ー
）
」
を
リ
コ
ー
ダ
ー
で
、
「
海
は

僕
ら
の
生
命
」
を
合
唱
で
そ
れ
ぞ
れ
披

露
し
、
式
典
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
り
ま

し
た
。

　
そ
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
は
会
場
を
包
み
込

み
、
参
加
者
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
起

こ
り
ま
し
た
。

　
会
場
と
な
っ
た
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

の
ロ
ビ
ー
に
は
、
7
年
間
の
市
の
歩
み

を
写
真
で
振
り
返
る
コ
ー
ナ
ー
を
設
置

し
ま
し
た
。

ま
い

390点の応募作品からデザインが採用された渡邉健二さん

リズムを刻む竹太鼓

指揮者に合わせてリコーダーを演奏する春日居小学校児童

展示パネル 平成21年度から2年間、市消防団長を務めた岡��三郎さん



消防職

福祉職

看護・保健職

技能労務職

一般行政職

（平均年齢�38.5�歳）

（平均年齢39.9歳）

（平均年齢39.9歳）

（平均年齢50.2歳）

（平均年齢42.7歳）

318,620円

消防職（大卒）

福祉職（大卒）

看護・保健職（大卒）

技能労務職(高卒）

行政職（大卒）

195,700円

184,200円

198,300円

129,200円

172,200円

■経験年数10年
■経験年数15年
■経験年数20年

303,400円

317,160円

299,542円

299,936円

251,165円

行政職（大卒） 行政職（高卒）

353,700円

254,000円

296,900円

245,200円
269,600円

議会

総務

税務

労働

農林水産

商工

土木

民生

衛生

　　小計

教育

消防

　　小計

水道

下水道

その他

　　小計

部門

一般行政部門

特別行政部門

公営企業
会計部門

合　計

区分 職員数

平成17年

7

178

39

24

10

32

173

29

492

111

87

198

26

17

24

67

757

平成22年

6

133

37

20

11

33

134

38

412

85

85

170

24

15

32

71

653

平成23年

6

133

37

21

11

33

135

37

413

84

83

167

23

12

33

68

648

△�1

△�45

△�2

0

△�3

1

1

△�38

8

△�79

△�27

△�4

△�31

△�3

△�5

9

1

△�109

0

0

0

0

1

0

0

1

△�1

1

△�1

△�2

△�3

△�1

△�3

1

△�3

△�5

対17年増減数 対前年
増減数

対前年増減理由

研修派遣の終了による増

業務量の増加に伴う増

業務量の縮小

退職職員の不補充

退職職員の不補充

事務の統廃合による縮小

事務の統廃合による縮小

業務量の増加に伴う増

（注）１　職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休職者、派遣職員などを含み、臨時、また
は非常勤職員を除いている。

（注）２　平成17年の職員数については、合併前の芦川村と東八代広域行政事務組合（東八代消防本部）を含んでいる。

職種や職務に応じた給料表に定める額��
配偶者13,000円、その他6,500円��
借家の場合、家賃が12,000円を超えるときに支給し、家
賃の額に応じ最高27,000円まで
持ち家の場合、4,000円��
運賃55,000円までは全額、55,000円超は２分１を支給
自動車使用者は、通勤距離に応じ支給��
��
危険・困難・不健康な勤務についたとき��
・防疫等作業手当：作業１日につき290円
・行旅病人取扱手当：病人１人1,800円、死体１体6,000円
・救急業務従事手当：出動１回につき200円
（救急救命士の資格に係る処置を実施した場合300円を
加算）
・災害業務従事手当：出動１回につき500円
　(梯子自動車等を使用しての高所活動に従事）
正規の勤務時間を超えて勤務したとき��
管理職手当など��
管理職手当：管理または監督の地位にある職員のうちそ
の職務の特殊性に基づき規則で定められた職にある者に
支給
役職に応じて25,400円～78,200円を支給

ボーナスに相当する手当��
（年間3.95カ月）��
退職したとき��
（勤務年数に応じ0.6～59.28カ月）��

○給料………………
○扶養手当…………
○住居手当…………
�
�
○通勤手当…………
�
�
�○特殊勤務手当……
�
�
�
�
�
�

○時間外勤務手当…
○その他……………

○期末・勤勉手当…
�
○退職手当…………

毎月きまって支
給されるもの

臨時に支給され
るもの

特殊な職務や特
殊な勤務につい
たとき実績に応
じて支給される
もの

給
�
�
与

※市の特殊性を考慮し、住居手当は国の支給方法と異なっています。

※「笛吹市の給与・定員管理等について」については、市ホームページからご覧いただけます。

計�31,471,450千円
100%

投資的経費
4,806,701
15.3%

人件費
4,501,500
14.3%

その他
11,287,345
35.9%扶助・補助費

7,225,572
23.0%

公債費
3,650,332
11.6%

単位：千円 単位：千円

計�3,045,782千円
100%

職員１人当たり
給与費�5,260千円

給料
2,032,437
66.7%

諸手当
258,244
8.5%

期末・勤勉手当
755,101
24.8%

■問合せ先　総務課　人事給与担当　☎�05 5 ( 2 6 2 ) 4 1 1 1



　市は、まちづくりの理念として活力ある交流都市・

快適な生活都市・個性輝く自立都市の創造を掲げて

います。変化に富む時代の潮流にあって、これらの

理念が調和した市の姿を実現するためには、地域資

源を有効に活用するなど、市の特色を的確にとらえ

た様々な施策に取り組む必要があります。

　ここでは、円滑な交通ネットワークや魅力ある市

街地、および憩いの空間を整備することで人々が安

心して集い、憩うまちづくりを目指した事業を紹介

します。

　笛吹川右岸の石和町砂原地区と、笛吹川左岸

の八代町増田地区に架かる砂原橋は、笛吹川の

両岸を結ぶ非常に重要な橋でありますが、老朽

化も進み、また、橋の幅員が３メートルしかな

く一方通行で利用されているのが現状です。

　このため、車両のすれ違い可能な橋に架け替

えるとともに、その周辺の道路整備も進めなが

ら地域の活性化を図っていくために、国土交通

省の指導を受け、詳細な協議を行いながら、こ

の事業に取り組んでいます。

●現在の進捗状況と今後の計画

　橋の形は、５径間鋼橋（※）となり笛吹川に５基、新堀川わきに１基の橋台・橋脚を計画してい

ます。なお、平成23年度には笛吹川左岸側の３基と新堀川わきの１基の下部工について着手をして

行きます。

　鋼橋の製作は平成23年12月から平成24年９月までを予定していて、架設・床版工・道路整備に

ついては、平成24年11月～平成27年３月までを計画しています。

　なお、総延長1,600m（うち橋の部分270m）の総事業費は約40億円で、国庫補助金と合併特例

債を有効に活用しながら平成26年度末の完成を目指して整備を進めていきます。

（※）径間：橋を支える橋脚の間のことをさします。

　市の玄関口にふさわしい駅舎および駅北側の

利便性の向上を目指して平成21年度から事業を

進めています。

　具体的な内容として、駅舎建替については、

平成22年度より基本設計に入り、24年度の工

事着手を目指しています。市の施設として、南

と北をつなぐ自由通路、バリアフリー施設とし

てのエレベーター、エスカレーター、多機能ト

イレや観光案内所等を検討しています。

●現在の進捗状況と今後の計画

　北側広場および国道140号線とのアクセス道

路整備については、設計がおおむね終了していて、昨年度より用地取得に着手しています。

　また、下水道工事については、松本踏切下の推進工事も始めています。

　総事業費39.5億円で、国庫補助金と合併特例債を有効に利用しながら平成26年度を目途に整備を

進めています。

■問合せ先　土木課　☎�055（261）3333

■問合せ先　まちづくり整備課　☎�055（261）3334

　市では平成22年度から、八代ふるさと公園拡

張整備事業を進めています。

　計画は、岡銚子塚古墳の整備促進や、災害時

ヘリポートとしての物資輸送拠点機能の強化と

ともに、魅力ある公園として整備を図るものです。

　また、これらが完成しますと、近くのホタル

の里とも連携しながら、新たな観光拠点として

も期待されます。

●現在の進捗状況と今後の計画

　具体的な計画としては、駐車場や大型遊具を

増やし、トイレも２棟増設するものです。

　本年度から用地買収を開始し、平成24年度には、工事着手を予定しています。総事業費5億円で

国庫補助金と合併特例債を有効に利用しながら整備を進めていきます。

■問合せ先　まちづくり整備課　☎�055（261）3334

しんちょく

しんちょく

しんちょく



H25年国民文化祭の俳句大会のテーマを協議する
笛吹市俳句企画委員＝市役所南館会議室

国民文化祭・京都2011で近藤文化庁長官より
文部科学大臣表彰を受ける受賞者＝京都テルサホール

教育委員会ロビーの国民文化祭コーナー
に展示された堀内幸枝全詩集

▼大会名

　文芸祭俳句大会

▼サブテーマ

　見つけよう　四季の彩り

　―�ようこそ　蛇笏・龍太の里へ�―

▼日程

　○�吟行

　　　平成25年11月2日(土)

　○�俳句大会

　　　平成25年11月3日(日)

▼大会名

　現代詩の祭典

▼サブテーマ

　いのちのきずな　詩のきずな

▼日程

　○堀内幸枝の詩の世界にあそぶ

　　　平成25年10月26日(土)

　○�文芸祭現代詩大会

　　　平成25年10月27日(日)

　
8
月
26
日
、
笛
吹
市
役
所
南
館
会
議

室
で
俳
句
企
画
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、

雨
宮
高
文
委
員
長
（
境
川
町
）
以
下
、

委
員
12
人
が
市
長
よ
り
委
嘱
を
受
け
ま

し
た
。
ま
た
、
同
30
日
に
は
、
現
代
詩

企
画
委
員
会
も
発
足
し
、
古
屋
久
昭
委

員
長
（
御
坂
町
）
以
下
、
12
人
の
委
員

に
市
長
か
ら
委
嘱
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。
　
さ
ら
に
、
9
月
29
日
に
は
第
2
回
現

代
詩
企
画
委
員
会
、
10
月
11
日
に
は
第

2
回
俳
句
企
画
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、

平
成
25
年
に
計
画
し
て
い
る
俳
句
・
現

代
詩
両
事
業
に
つ
い
て
、
サ
ブ
テ
ー
マ
、

日
程
等
を
協
議
し
ま
し
た
。
ま
た
、
両

委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
は
、
10
月
29
〜
30

日
に
京
都
府
で
開
催
さ
れ
た
第
26
回
国

民
文
化
祭
の
文
芸
祭
与
謝
蕪
村
顕
彰
俳

句
大
会
（
与
謝
野
町
）
と
、
現
代
詩
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
京
都
市
）
を
視
察
し

ま
し
た
。
平
成
25
年
に
開
催
さ
れ
る
第

28
回
国
民
文
化
祭
・
や
ま
な
し
２
０
１

３
に
向
け
て
、
準
備
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
な
お
、
そ
れ
に
伴
い
10
月
1
日
に
は
、

一
宮
町
市
之
蔵
出
身
の
詩
人
・
堀
内
幸

枝
さ
ん
か
ら
、
代
表
詩
集
で
あ
る
『
村

の
ア
ル
バ
ム
』
等
が
収
録
さ
れ
て
い
る

全
9
9
9
頁
に
及
ぶ
『
堀
内
幸
枝
全
詩
集
』

が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
詩
集
『
村
の
ア
ル
バ
ム
』
の
「
春
の
雲
」

よ
り
一
節
を
紹
介
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
*

春
の
雲
が
村
の
空
を
行
つ
た
り
来
た
り

し
て
ゐ
る

静
か
な
光
の
午
後
を

屋
根
の
上
や
往
還
に
薄
い
雲
の
影
が
落

ち
て
ゐ
た

遠
く
で
鶏
が
鳴
い
て
ゐ
る

髪
を
梳
い
て
ゐ
た
少
女
も
櫛
を
持
っ
た
ま
ゝ

縁
側
の
柱
に
も
た
れ
て

屋
根
の
上
の
一
　
り
の
雲
を
見
て
ゐ
る

■
問
合
せ
先

　
生
涯
学
習
課
　
生
涯
学
習
担
当
　

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
3
3
3
9

す

　
市
で
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
情
報
と
地

域
に
関
す
る
情
報
を
一
冊
に
ま
と
め
た

地
域
情
報
誌
、
笛
吹
市
『
暮
ら
し
の
便

利
帳
』
を
民
間
業
者
（
株
式
会
社
サ
イ

ネ
ッ
ク
ス
/
本
社
…
大
阪
）
と
協
働
で
、

平
成
24
年
4
月
に
発
行
す
る
予
定
で
す
。

　
こ
の
『
暮
ら
し
の
便
利
帳
』
は
全
世

帯
に
配
布
し
、
保
存
版
と
し
て
広
く
市

民
の
皆
さ
ん
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
も

の
で
す
。

　
ま
た
、
『
暮
ら
し
の
便
利
帳
』
に
は

各
種
情
報
の
ほ
か
に
広
告
も
掲
載
し
ま

す
。
広
告
の
申
込
み
等
、
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
は
、
電
話
帳
の
発
行

な
ど
の
プ
リ
ン
ト
メ
デ
ィ
ア
事
業
・

I
T
メ
デ
ィ
ア
事
業
を
展
開
し
て
い

る
事
業
者
で
す
。

民
間
事
業
者
と
の
協
働
の
発
行

　
市
は
行
政
情
報
の
提
供
に
あ
た
り
、

官
民
協
働
事
業
と
し
て
、
民
間
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
行

政
情
報
と
地
域
事
業
者
の
情
報
提
供
を

も
と
に
、
生
活
に
必
要
な
情
報
を
わ
か

り
や
す
く
発
信
し
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
冊
子
は
、
新
た
な
発
行

形
態
と
し
て
有
料
広
告
の
掲
載
を
認
め
、

協
働
発
行
事
業
者
が
広
告
の
募
集
・
便

利
帳
の
制
作
・
配
布
を
行
い
ま
す
。

※
発
行
前
に
広
告
料
を
請
求
す
る
こ
と

は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
広

告
の
お
願
い
に
は
身
分
を
明
確
に
し

て
お
伺
い
し
ま
す
。

　
『
笛
吹
市
有
料
広
告
掲
載
取
扱
要
綱
』

で
禁
止
さ
れ
て
い
る
広
告
は
、
掲
載

で
き
ま
せ
ん
。

掲
載
内
容

　
全
ペ
ー
ジ
フ
ル
カ
ラ
ー
で
、
市
に
関

連
す
る
観
光
・
歴
史
・
文
化
な
ど
地
域

情
報
も
充
実
し
、
各
種
制
度
の
相
談
な

ど
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
情
報
や
行
政
サ
ー

ビ
ス
に
関
連
す
る
民
間
事
業
者
の
広
告

を
掲
載
す
る
魅
力
溢
れ
る
冊
子
で
す
。

■
問
合
せ
先

・
経
営
企
画
課
　
経
営
政
策
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

・
株
式
会
社
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
西
東
京
支
店

　
☎
0
4
2
（
5
4
8
）
1
5
5
6

名　前

穐山ひかる

　豊かで幸せな生活をおくるには、選挙が明るく正しく行われなければならないとの趣旨のもと、（財）明

るい選挙推進協会は５月から９月にかけて、全国の小・中・高校の児童生徒に広く明るい選挙を呼びかけ

るポスター・標語を募集しました。

　市内の小中学校からは、合わせて417点ものポスターと40点の標語が応募され、児童生徒、14名の作品

が入選しました。

　県受賞者の皆さんを次のとおりお知らせします。（敬称略）

　なお、優秀作品賞の御坂西小学校５年生�菊嶋花音さんの作品は、同会都道府県選挙管理委員会連合会会

長賞においても入選されたことを報告します。

▼明るい選挙推進キャッチフレーズ　県受賞者一覧

▼明るい選挙推進ポスター　県受賞者一覧

入賞名

特選作品

優秀作品

優秀作品

佳作作品

佳作作品

佳作作品

佳作作品

学　校

一宮中学校

御坂西小学校

御坂中学校

八代小学校

八代小学校

御坂西小学校

御坂西小学校

学　年

1年生

5年生

1年生

3年生

4年生

5年生

5年生

名　　前

岩間　良芽

菊嶋　花音

明神　美都

横山　　諒

藤巻　悠真

角田　碧衣

高野　七海

入賞名

佳作作品

佳作作品

佳作作品

佳作作品

佳作作品

佳作作品

学　校

御坂西小学校

八代小学校

御坂中学校

御坂中学校

浅川中学校

一宮中学校

学　年

5年生

5年生

1年生

1年生

2年生

3年生

名　　前

船井�　星南

雨宮�　観音

須藤�　麻衣

富澤�　美咲

石原�なな実

池田�　秋穂

カレンダー　しるしつけてよ　投票日

入賞名

入選作品

学　校

富士見小学校

学　年

3年生■問合せ先
　総務課　総務担当　☎�055（262）4111

『暮らしの便利帳』発行協定書調印式
＝10月6日、市役所
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歯
周
疾
患
は
プ
ラ
ー
ク
（
歯
垢
）
の

中
の
歯
周
病
菌
が
歯
と
歯
茎
の
隙
間
か

ら
侵
入
し
歯
肉
に
炎
症
を
引
き
起
こ
し
、

さ
ら
に
は
歯
を
支
え
る
骨
が
破
壊
さ
れ

て
ぐ
ら
つ
き
、
最
後
に
は
歯
を
失
っ
て

し
ま
う
恐
ろ
し
い
病
気
で
す
。
20
代
で

も
7
割
、
30
代
以
上
で
は
8
割
も
の
人

が
か
か
っ
て
い
る
と
て
も
身
近
に
潜
む

病
気
で
す
が
、
痛
み
も
な
く
静
か
に
進

行
し
て
い
く
病
気
で
す
。
自
覚
症
状
に

乏
し
く
放
置
し
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い

た
め
、
症
状
に
気
づ
い
た
時
に
は
か
な

り
進
行
し
た
状
態
に
な
っ
て
い
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
治
療
に
費

や
す
時
間
も
費
用
も
大
き
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

　
ま
た
、
歯
周
疾
患
が
糖
尿
病
、
心
筋

梗
塞
、
狭
心
症
、
高
血
圧
症
、
脳
梗
塞
、

肺
炎
、
早
産
低
体
重
児
出
産
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
全
身
の
病
気
と
関
連
が
あ
る

こ
と
が
多
く
の
研
究
か
ら
わ
か
っ
て
き

ま
し
た
。

　
医
療
費
の
中
で
歯
科
医
療
費
は
大
き

な
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
若
い
う
ち
か

ら
の
予
防
と
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療

が
重
要
で
す
。

　
歯
周
疾
患
は
自
分
自
身
の
ケ
ア
で
予

防
で
き
る
病
気
で
す
。

　
市
で
は
、
歯
と
口
腔
内
の
状
態
を
チ

ェ
ッ
ク
す
る
歯
周
疾
患
検
診
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
歯
周
疾
患
検
診
は
、
現
在
の
自
分
の

歯
の
状
態
が
分
か
り
そ
れ
に
応
じ
た
指

導
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
家
庭
で
の
毎
日
の
ケ
ア
に
加
え
、
歯

科
医
院
で
の
定
期
検
診
で
歯
周
疾
患
の

予
防
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

※１つでもチェックがついた人は要注意です。歯科医に相談をするようおすすめします。

￥19,537,920

￥21,247,840

￥23,101,850

￥25,656,980

￥27,934,920

その他の悪性新生物

高血圧性疾患

腎不全

歯肉炎及び歯周疾患

□歯をみがくと歯ブラシに血がつく

□冷たい水を飲むと歯がしみる

□歯がグラグラする、咬みにくい

□歯が長くなったように見える

□歯茎を押すとうみが出る

□歯茎がはれている

□口が臭い

□歯の間に食べ物がはさまりやすい

□朝起きたとき、口の中が粘った感じがする

□歯茎の周りに歯垢や歯石が付いている

30.0％

25.0％

20.0％

15.0％

10.0％

5.0％

0.0％

3.0％

2.5％

2.0％

1.5％

1.0％

0.5％

0.0％
平成22年平成20年 平成21年

申込に対する受診率

対象に対する受診率

18.8％

11.8％

25.8％

1.5％

1.1％

0.6％

統合失調症、統合失調症型障害
及び妄想性障害

歯と歯茎のすき間（歯周ポケット）を
意識して磨くことがポイントです。

○磨き残しはないか、歯茎に赤く腫れている場所はない
か歯磨き後にチェックする習慣をつけましょう。
○喫煙は歯周疾患を悪化させます。禁煙をおすすめします。
○規則正しい生活とバランスの取れた食事に心がけま
しょう。

▼
対
象
　
40
・
50
・
60
・
70
歳
に
な
る
市
民

（
平
成
24
年
3
月
末
の
年
齢
）

▼
期
間
　
12
月
31
日
（
土
）
ま
で

▼
実
施
場
所

　
山
梨
県
歯
科
医
師
会
加
盟
歯
科
医
院

▼
健
康
診
査
内
容
　
歯
の
状
況
・
歯
周

組
織
の
状
況
・
口
腔
清
掃
の
状
態
・

そ
の
他
の
所
見

▼
費
用
　
自
己
負
担
金
1
0
0
0
円
（
検

診
料
金
4
2
2
7
円
）

▼
受
診
方
法
　
健
康
づ
く
り
課
に
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
「
笛
吹
市

歯
周
疾
患
検
診
受
診
券
」
を
発
行
し

ま
す
の
で
、
歯
科
医
院
に
予
約
の
う

え
「
笛
吹
市
歯
周
疾
患
検
診
受
診
券
」

を
持
参
し
て
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

※
受
診
券
を
紛
失
さ
れ
た
場
合
は
、
窓

口
で
再
発
行
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　
プ
ラ
ー
ク
（
歯
垢
）
を
除
去
す
る
適

切
な
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
を
習
慣
づ
け
、
歯

周
疾
患
や
む
し
歯
の
予
防
に
努
め
ま
し

ょ
う
。
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
に
は
、
歯
茎
の

血
行
を
よ
く
す
る
働
き
も
あ
り
ま
す
。

・対象者　3,864人

・申込者　 229人

・受診者　 59人

・男性の受診者が少ない。

・受診者の９割が歯周疾患が

進んだ状況でした。

サイズや使用方法については、歯科医
や歯科衛生士などに相談しましょう。

歯ブラシで磨きにくい部分
のケアには歯間用デンタ
ルブラシや糸ようじ、
デンタルフロスの使
用も効果的です。

■申込・問合せ先
　健康づくり�課　成人保健担当
　☎�055（261）1901



　　
平
成
23
年
8
月
の
一
人
当
た
り
療
養

給
付
費
は
1
万
8
6
6
4
円
で
し
た
。

平
成
22
年
8
月
と
比
較
す
る
と
１
６
９

０
円
（
+
1
・
09
％
）
で
、
大
幅
に
増

額
と
な
り
ま
し
た
。

「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
使
う
」
「
特

定
検
診
や
が
ん
検
診
を
受
け
る
」
な
ど
、

医
療
費
の
節
約
を
心
が
け
て
い
た
だ
き
、

安
定
し
た
国
保
運
営
の
た
め
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
国
民
健
康
保
険
課
　
国
保
総
務
担
当

　
☎
０
５
５
（
２
６
２
）
４
１
１
１

●
糖
尿
病
は
血
管
を
壊
す
病
気
●

　
糖
尿
病
っ
て
、
皆
さ
ん
ご
存
知
の
よ

う
に
、
怖
い
病
気
な
の
で
す
。
イ
ン
ス

リ
ン
と
い
う
ホ
ル
モ
ン
の
働
き
が
悪
く

て
、
体
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
を
完
全
に
使

い
切
る
こ
と
が
で
き
ず
に
、
ブ
ド
ウ
糖

や
脂
質
等
が
そ
の
燃
え
カ
ス
と
一
緒
に

血
管
に
し
み
込
ん
で
い
っ
て
傷
つ
け
て

し
ま
い
ま
す
。
そ
し
て
目
に
見
え
な
い

よ
う
な
細
い
血
管
の
病
気
（
細
小
血
管

症
…
腎
症
、
網
膜
症
、
神
経
症
）
と
太

め
の
血
管
の
病
気
（
大
血
管
症
…
虚
血

性
心
疾
患
、
脳
血
管
疾
患
、
閉
塞
性
動

脈
硬
化
症
）
を
起
こ
し
ま
す
。

●
糖
尿
病
は
腎
不
全
の
原
因
No
1
●

　
脳
梗
塞
・
狭
心
症
・
心
筋
梗
塞
は
糖

尿
病
の
無
い
人
と
比
べ
る
と
2
倍
か
ら

4
倍
も
多
い
の
で
す
。
そ
れ
か
ら
、
腎

臓
を
こ
わ
す
と
尿
に
蛋
白
が
漏
れ
、
放

置
し
て
お
け
ば
む
く
み
が
出
て
き
て
や

が
て
腎
不
全
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
（
糖

尿
病
性
腎
症
）
。
こ
の
糖
尿
病
性
腎
症

に
よ
る
腎
不
全
は
ど
ん
ど
ん
増
え
続
け

て
い
て
、
平
成
10
年
に
は
慢
性
腎
炎
を

抜
い
て
透
析
に
入
る
患
者
さ
ん
の
原
因

の
1
番
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
平

成
21
年
に
は
導
入
患
者
さ
ん
の
44
・

5
%
を
占
め
て
い
ま
す
。
糖
尿
病
自
体

も
予
備
群
を
含
め
る
と
日
本
人
に
２
２

１
０
万
人
も
い
て
10
年
前
よ
り
3
割
も

増
え
て
い
る
の
で
す
。
ま
さ
に
現
代
の

国
民
病
で
す
ね
。

●
糖
尿
病
性
腎
症
の
進
み
方
と
治
療
●

　
糖
尿
病
に
な
っ
て
も
は
じ
め
は
自
覚

症
状
が
無
い
の
で
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
源

の
不
完
全
燃
焼
が
あ
る
け
ど
、
た
く
さ

ん
食
べ
れ
ば
元
気
が
出
る
の
で
す
。
遺

伝
性
も
あ
り
ま
す
が
、
食
べ
過
ぎ
と
運

動
不
足
が
原
因
で
す
。

　
怖
い
糖
尿
病
で
す
が
、
あ
る
時
期
ま

で
は
完
全
に
治
す
（
寛
解
）
こ
と
が
で

き
ま
す
。
検
尿
を
す
れ
ば
そ
の
時
期
が

わ
か
る
の
で
す
よ
。
（
微
量
ア
ル
ブ
ミ

ン
尿
期
）
血
管
が
壊
れ
る
前
の
治
療
が

一
番
大
事
で
す
。
そ
れ
を
過
ぎ
る
と
だ

ん
だ
ん
と
進
行
を
止
め
る
こ
と
が
難
し

く
な
り
ま
す
。
（
ポ
イ
ン
ト
オ
ブ
ノ
ー

リ
タ
ー
ン
）
そ
し
て
蛋
白
尿
が
増
え
急

速
に
腎
機
能
が
低
下
し
て
し
ま
い
ま
す
。

で
も
希
望
は
捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い
。

集
学
的
治
療
（
血
糖
・
血
圧
・
脂
質
管

理
）
で
腎
障
害
を
は
じ
め
血
管
症
の
発

症
・
進
行
が
抑
制
さ
れ
る
こ
と
が
証
明

さ
れ
て
い
ま
す
。
食
事
・
運
動
療
法
が

基
本
で
す
。
そ
れ
に
有
効
な
薬
も
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
健
康
診
断
や
人
間
ド

ッ
ク
で
糖
尿
病
や
そ
の
疑
い
が
あ
っ
た

ら
、
た
め
ら
わ
ず
に
医
療
機
関
に
行
っ

て
早
期
に
治
療
を
開
始
し
て
く
だ
さ
い

ね
。

（
山
梨
慢
性
腎
臓
病
対
策
協
議
会
　

h
ttp
:/
/
w
w
w
.y
c
k
d
i.o
r
g
/

）

一人当たり療養給付費

19,000

18,000

17,000

16,000

H21.8
17,431

H22.8
16,974

H23.8
18,664

山梨厚生病院
腎臓内科部長
櫻林　耐医師

か
ん
か
い

■問合せ先
　市民活動支援課　市民活動支援担当
　☎�055（262）4111

子どもたちが個性や
能力を発揮できる
ような取組が必要
なんだね。

市内の小学校で
このような授業が
行われていたなんて
知らなかったよ。

笛ちゃん 吹ちゃん

一宮南小学校４年生の授業

　私たち推進委員は、数年前から、小学校においてどのように男女共同参画の理念が生かされた授業が行

われているのか、先生方と学び合う機会を重ねてきました。今年も、９月28日、一宮南小学校４年生26名

の児童が学ぶ「総合的な学習の時間」の授業を参観する機会に恵まれました。

　今回参観した授業は、一宮南小学校の加賀美澄江教諭が市内の教育協議会「自立と共生」部会に提供す

る授業実践で、「仕事について考えよう」を題材としたものでした。

　この授業は、仕事には、「尊い仕事・いやしい仕事といった区別がないこと」「責任が伴うこと」「生計を

立てるだけでなく、自分の適性や能力を発揮して社会の一員としての役割を果たすこと」といった価値が

あることを踏まえ、仕事について望ましい価値観を育てることを目標としていました。

　２分の１成人式を迎える4年生が、身近な家族の仕事とその仕事に対する思いや願いを調べ、また、女

性消防士、男性保育士など男女の隔てなく希望の職業に就けること等を学び、自分の将来の仕事への夢や

希望を持つことができるようになってほしいとの願いが込められていました。

　授業は、

○どのような仕事があるのかを観点ごとにまとめる。

○希望すれば、どのような仕事もできるのかを考える。

○仕事は性別に関係なく選択することができることを知る。

○性別によって仕事が区別されていた時代があったことを知る。

○男女差別を禁止している法律があることを知る。

といった流れで進められましたが、26名の児童の授業に集中して

いる様子や多くの情報をしっかり捉えている様子に感心しました。

　現在、小学校から高校まで「総合的な学習の時間」の授業が実施され、自分たちで課題を見つけ、見つ

けた課題について自分たちで見たり、聞いたり、調べたりして、学んだことを発表し合うなど子どもたち

が主体となる学習が進められています。今回の授業参観と参観後の研究会に参加し、改めて小学校段階で

のこうした学習の大切さを認識しました。

　平成22年12月に策定された国の「第３次男女共同参画基本計画」

の新設分野である『第３分野　男性、子どもにとっての男女共同

参画』の主な施策として、「子どもの頃からの男女共同参画の理

解の促進と将来を見通した自己形成」があります。

　今回の授業は、まさにこうした施策の具体的な実践であり、今

後も多くの学校で実施してほしいと感じました。また、今後とも

推進委員と学校の先生方が共に学び合うことができるような機会

を作っていきたいと強く感じました。 推進委員と先生方の学習会



バズ・ファイブ

　
市
に
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
が
定
着
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
日
本
の
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
招
き
、
市
民
と

の
交
流
事
業
や
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
す

る
な
ど
、
様
々
な
優
れ
た
音
楽
に
触
れ

る
機
会
を
提
供
し
ま
す
。

　
今
回
は
、
平
成
24
年
1
月
26
日
（
木
）

〜
28
日
（
土
）
に
デ
ュ
オ
・
プ
リ
マ
が
、

2
月
2
日
（
木
）
〜
4
日
（
土
）
に
は
バ
ズ

フ
ァ
イ
ブ
が
市
に
や
っ
て
き
て
、
市
内
小
・

中
学
校
で
の
出
前
公
演
や
指
導
会
、
ス

コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
で
の
コ
ン
サ
ー
ト
を

開
催
し
ま
す
。

デ
ュ
オ
・
プ
リ
マ
コ
ン
サ
ー
ト

　
デ
ュ
オ
・
プ
リ
マ
は
、
礒
絵
里
子
さ

ん
と
神
谷
未
穂
さ
ん
の
従
姉
妹
同
士
か

ら
成
る
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
デ
ュ
オ
で
、

今
年
結
成
十
周
年
を
迎
え
、
テ
レ
ビ
出

演

等

で

注

目

を

集
め
て
い
ま
す
。

　
礒
さ
ん
は
、
桐

朋
学
園
大
学
卒
後
、

文
化
庁
芸
術
家
在

外
派
遣
研
修
員
と

し
て
ブ
リ
ュ
ッ
セ

ル
王
立
音
楽
院
に

留
学
し
、
現
在
は
洗
足
学
園
音
楽
大
学
講

師
を
務
め
て
い
ま
す
。
数
々
の
コ
ン
ク
ー

ル
で
入
賞
し
、
ソ
リ
ス
ト
と
し
て
、
国
内

外
著
名
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
共
演
、
ヤ
マ

ハ
・
バ
イ
オ
リ
ン
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
を
務
め
て
い
る
ほ
か
、
社
会
貢

献
活
動
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
神
谷
さ
ん
は
、
桐
朋
学
園
大
学
を
卒

業
後
、
文
化
庁
芸
術
家
在
外
派
遣
研
修

員
と
し
て
ハ
ノ
ー
フ
ァ
ー
音
楽
大
学
に

留
学
、
さ
ら
に
パ
リ
国
立
高
等
音
楽
院

最
高
課
程
を
修
了
。
現
在
、
仙
台
フ
ィ

ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
コ
ン
サ
ー
ト

マ
ス
タ
ー
を
勤
め
て
い
ま
す
。
数
々
の

コ
ン
ク
ー
ル
で
入
賞
し
、
国
内
外
で
の

リ
サ
イ
タ
ル
を
は
じ
め
、
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
と
も
多
数
共
演
し
、
い
ず
れ
も
高
い

評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
ピ
ア
ノ
は
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
「
の
だ
め

カ
ン
タ
ー
ビ
レ
」
で
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
野

田
恵
（
役
名
）
の
音
源
を
担
う
な
ど
、

幅
広
く
活
躍
し
て
い
る
石
岡
久
乃
さ
ん

が
務
め
ま
す
。

▼
日
時
　
平
成
24
年
1
月
28
日
（
土
）

　
開
演
　
午
後
2
時

　
開
場
　
1
時
30
分

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
入
場
料
　
1
0
0
0
円

　
（
高
校
生
以
下
5
0
0
円
）

▼
助
成
　
財
団
法
人
地
域
創
造

バ
ズ
・
フ
ァ
イ
ブ
コ
ン
サ
ー
ト

　
バ
ズ
フ
ァ
イ
ブ
は
、
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト

2
本
、
ホ
ル
ン
、
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
、
テ

ュ
ー
バ
に
よ
る
金
管
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
で
、

１
９
９
７
年
東
京
芸
術
大
学
の
同
期
生

に
よ
っ
て
結
成
。
２
０
０
２
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ

レ
モ
ニ
ー
に
て
祝
賀
演
奏
な
ど
を
行
い

ま
し
た
。
『
ジ
ャ
パ
ン
・
ブ
ラ
ス
・
コ
ン

ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン

２
０
０
１
』
金

管
五
重
奏
部
門

第
1
位
の
ほ
か
、

数
々
の
受
賞
歴

が
あ
り
ま
す
。

個
々
の
演
奏
技

術
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

能
力
や
、
舞
台
進
行
等
も
高
く
評
価
さ
れ
、

全
国
各
地
に
て
演
奏
会
や
吹
奏
楽
指
導

な
ど
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時
　
平
成
24
年
2
月
4
日
（
土
）

　
開
演
　
午
後
2
時

　
開
場
　
1
時
30
分

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
入
場
料
　
1
0
0
0
円

　
（
高
校
生
以
下
5
0
0
円
）

▼
助
成
　
財
団
法
人
地
域
創
造

■
問
合
せ
先
　
（
財
）
ふ
え
ふ
き
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団

　
☎
0
5
5
（
2
6
3
）
7
9
5
9

　
正
月
飾
り
の
作
り
方
を
知
り
、
用
意

し
た
材
料
の
わ
ら
を
使
っ
て
作
品
作
り

を
楽
し
み
ま
す
。

▼
日
時
　
12
月
23
日
（
金
・
祝
）

　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時

▼
場
所
　
八
代
郷
土
館

▼
定
員
　
20
名
（
市
民
優
先
）

▼
参
加
料
　
無
料

▼
申
込
方
法
　
12
月
1
日
（
木
）
〜
8
日

（
木
）
の
午
前
8
時
30
分
か
ら
午
後
5

時
の
間
に
、
お
電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
文
化
財
課

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
4
2

礒�絵里子さん（左）と神谷�未穂さん

　

　
ふ
る
さ
と
の
祭
り
シ
リ
ー
ズ
第
六
回
は
、

先
月
11
月
3
日
、
文
化
の
日
に
八
代
町

米
倉
地
区
鉾
衝
神
社
で
行
わ
れ
た
米
倉

人
形
三
番
叟
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

八
代
町
の
伝
統
芸
能

　
八
代
町
は
古
く
か
ら
芸
能
が
盛
ん
な

と
こ
ろ
で
、
県
や
市
の
指
定
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
る
岡
の
式
三
番
叟
や
永

井
天
神
社
の
神
楽
そ
し
て
米
倉
の
人
形

芝
居
な
ど
古
く
か
ら
の
優
れ
た
芸
能
が

あ
り
ま
す
。

　
米
倉
地
区
に
は
こ
の
地
区
の
氏
神
さ

ん
で
あ
る
鉾
衝
神
社
と
い
う
お
宮
が
あ
り
、

お
宮
の
保
存
庫
に
は
、
昔
使
わ
れ
て
い

た
人
形
芝
居
の
頭
が
43
点
と
衣
装
・
道

具
一
式
が
大
切
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。

人
形
三
番
叟
と
は

　
米
倉
の
人
形
芝
居
に
は
あ
や
つ
り
人

形
と
三
番
叟
が
あ
り
、
言
い
伝
え
に
よ

る
と
江
戸
中
期
に
発
祥
し
、
当
時
の
名

主
の
保
護
を
受
け
て
村
の
若
い
人
た
ち

に
よ
っ
て
伝
承
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
あ

や
つ
り
人
形
に
つ
い
て
詳
細
は
わ
か
っ

て
い
ま
せ
ん
が
、
明
治
17
年
頃
ま
で
行

わ
れ
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
方
の
人
形
三
番
叟
と
は
、
能
楽
の

ひ
と
つ
で
あ
る
式
三
番
を
人
形
を
使
っ

て
演
じ
る
も
の
で
す
。
舞
台
は
能
舞
台

形
式
そ
の
も
の
で
あ
り
、
背
面
に
鏡
板
、

音
曲
方
は
囃
子
座
に
据
え
、
三
体
の
人

形
が
舞
い
ま
す
。

　
経
緯
と
し
て
は
、
1
月
14
日
と
6
月

14
日
の
夜
に
、
疫
病
神
が
村
に
入
っ
て

こ
な
い
よ
う
に
浅
川
に
か
け
ら
れ
た
橋

の
上
や
村
境
の
道
路
な
ど
で
、
明
治
42

年
ま
で
上
演
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
途
絶
え
て
い
ま
し
た
が
、
平

成
2
年
、
お
よ
そ
81
年
の
と
き
を
経
て

人
形
芝
居
の
う
ち
三
番
叟
が
区
民
有
志

の
熱
意
に
よ
り
復
活
し
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
舞
の
特
徴

　
ま
ず
は
「
千
歳
」
と
呼
ば
れ
る
若
者

の
象
徴
と
さ
れ
る
人
形
が
長
寿
を
祝
い

舞
い
ま
す
。
次
に
「
翁
」
と
呼
ば
れ
る

集
落
の
長
を
象
徴
す
る
人
形
が
天
下
泰

平
を
祈
り
舞
い
、
最
後
に
「
三
番
」
と

呼
ば
れ
る
農
民
の
象
徴
と
さ
れ
る
人
形

が
五
穀
豊
穣
を
祝
い
舞
い
ま
す
。

　
人
形
は
そ
れ
ぞ
れ
「
主
遣
い
…
頭
と

右
手
」
「
左
手
遣
い
」
「
足
遣
い
」
と
呼

ば
れ
る
三
人
の
黒
子
姿
の
遣
い
手
が
技

術
を
駆
使
し
て
華
麗
に
舞
わ
せ
ま
す
。

こ
の
三
体
の
舞
そ
れ
ぞ
れ
に
特
徴
が
あ

り
ま
す
が
、
中
で
も
「
三
番
」
の
舞
は

激
し
く
勇
壮
で
人
気
が
あ
り
ま
す
。

　
各
地
の
伝
統
芸
能
が
担
い
手
な
く
姿

を
消
し
て
い
る
中
で
、
数
十
年
の
時
を

経
て
復
活
し
た
こ
の
人
形
三
番
叟
を
皆

さ
ん
ご
覧
に
な
っ
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

「千歳」の舞

「翁」の舞

「三番」の舞

は
や
し
ざ

か
が
み
い
た

せ
ん
ざ
い

お
も

お
き
な

よ
ね
ぐ
ら

ほ
こ
つ
き

さ
ん
ば
そ
う



　
美
川
憲
一
さ
ん
の
も
の
ま
ね
で
お
な

じ
み
の
C
H
A
P
P
Y
さ
ん
と
、
豊
富

な
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を
持
つ
斉
藤
ル
ミ
子

さ
ん
の
も
の
ま
ね
シ
ョ
ー
を
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
12
月
3
日
（
土
）

開
場
　
午
後
6
時
30
分
か
ら

開
演
　
午
後
7
時
か
ら

▼
入
場
料
　
18
歳
未
満
　
無
料

18
歳
以
上
　
5
0
0
円

（
被
災
地
に
寄
付
し
ま
す
）

※
当
日
は
、
全
席
自
由
席
と
な
り
ま
す
。

　
韓
国
の
音
楽
と
と
も
に
正
月
料
理
を

楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時

　
12
月
11
日
（
日
）

○
料
理
教
室
　
午
前
11
時
か
ら

○
演
奏
会
　
　
午
後
1
時
30
分
か
ら

　
（
交
流
ラ
ウ
ン
ジ
に
て
）

▼
参
加
費
　
2
0
0
0
円
（
材
料
費
・

講
師
料
含
む
）

▼
持
ち
物
　
・
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾

▼
申
込
方
法
　

　
　
12
月
9
日
（
金
）
ま
で
に
、
お
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
実
母
が
、
あ
り
し
日
の
マ
イ
ケ
ル
ジ

ャ
ク
ソ
ン
に
つ
い
て
語
る
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
映
像
（
D
V
D
）
の
上
映
や
ポ
ス
タ

ー
展
の
ほ
か
、
テ
デ
ィ
ー
ベ
ア
も
展
示

し
ま
す
。
申
込
み
は
不
要
で
す
。

▼
日
時
　
12
月
25
日
（
日
）
〜
28
日
（
水
）

午
前
中

※
12
月
26
日
（
月
）
は
休
館
日
で
す
が
開

館
し
ま
す
。

　
電
動
立
ち
乗
り

二
輪
車
・
セ
グ
ウ

ェ
イ
の
乗
り
心
地

を
体
験
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
申
込
み
は
不
要
で
す
。

▼
日
時
　
12
月
25
日
（
日
）

午
前
の
部
　
午
前
10
時
〜
11
時

午
後
の
部
　
午
後
1
時
30
分
〜

　
　
　
　
　
2
時
30
分

※
18
歳
以
上
の
方
に
限
り
ま
す
。

※
試
乗
の
際
に
は
、
サ
ン
ダ
ル
、
ヒ
ー

ル
の
高
い
靴
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

■
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
・
申
込
・
問
合
せ
先

い
ち
の
み
や
桃
の
里
ふ
れ
あ
い
文
化
館

☎
0
5
5
3
（
4
7
）
6
0
6
6

　
「
み
さ
か
の
湯
」
「
な
ご
み
の
湯
」
「
も

も
の
里
温
泉
」
で
は
、
冬
至
を
前
に
「
ゆ

ず
湯
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
12
月
に
収
穫
さ
れ
る
富
士
川
町
産
の

香
り
た
っ
ぷ
り
な
、
風
邪
の
予
防
効
果

の
あ
る
「
ゆ
ず
」
を
湯
船
に
浮
か
べ
ま
す
。

ゆ
ず
湯

▼
開
催
期
間

　
12
月
20
日
（
火
）
〜
22
日
（
木
）

※
各
施
設
の
営
業
時
間
中
。
た
だ
し
「
な

ご
み
の
湯
」
は
12
月
21
日
（
水
）
が
、

「
も
も
の
里
温
泉
」
は
12
月
22
日
（
木
）

が
休
館
日
で
す
。

ゆ
ず
湯
の
開
催
施
設
に
つ
い
て

▼
み
さ
か
の
湯

　
御
坂
町
成
田
2
2
0
0

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
6
1
6
6

○
営
業
時
間

　
午
前
10
時
〜
午
後
9
時
30
分

　
（
最
終
入
館
時
間
　
午
後
9
時
）

▼
な
ご
み
の
湯

　
石
和
町
下
平
井
5
7
8

　
☎
0
5
5
（
2
3
0
）
5
5
5
1

○
営
業
時
間

　
午
前
10
時
〜
午
後
8
時
30
分

　
（
最
終
入
館
時
間
　
午
後
8
時
）

▼
も
も
の
里
温
泉

一
宮
町
金
沢
3
8
7
│
1

☎
0
5
5
3
（
4
7
）
4
1
2
6

○
営
業
時
間

　
午
前
10
時
〜
午
後
8
時
30
分

（
最
終
入
館
時
間
　
午
後
8
時
）

■
問
合
せ
先

ふ
え
ふ
き
し
の
湯
事
務
局
（
み
さ
か

の
湯
内
）

☎
0
5
5
（
2
6
1
）
6
1
6
6

　
県
立
博
物
館
の
お
庭
を
散
策
し
な
が

ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が
四
季
折
々

の
様
々
な
植
物
の
見
ど
こ
ろ
に
つ
い
て

ご
案
内
し
ま
す
。

▼
日
時
　
12
月
17
日
（
土
）

　
午
後
1
時
30
分
〜
2
時
30
分

※
こ
の
催
し
は
、
毎
月
第
3
土
曜
日
に

実
施
し
て
い
ま
す
。

▼
集
合
　
山
梨
県
立
博
物
館
�

ロ
ビ
ー

※
事
前
申
込
み
不
要
で
、
参
加
費
は
無

料
で
す
。

※
雨
天
の
場
合
は
中
止
と
な
り
ま
す
。

ご
来
館
前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先
　
県
立
博
物
館

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
2
6
3
1

CHAPPYさん

斉藤ルミ子さん

　
木
の
端
材
や
廃
材
な
ど
を
利
用
し
た

昔
な
が
ら
の
薪
作
り
を
体
験
し
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時
　
平
成
24
年
1
月
14
日
（
土
）

受
付
　
午
前
9
時
か
ら

開
催
　
午
前
9
時
30
分
〜
正
午

※
雨
天
の
場
合
、
1
月
15
日
（
日
）
に
延

期
し
ま
す
。

▼
場
所
　
金
川
の
森
管
理
事
務
所

▼
講
師
　
弦
間
　
和
仁
氏
（
弦
間
林
業

代
表
）

▼
定
員
　
小
学
生
以
上
20
名
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
5
0
0
円

▼
服
装
・
持
ち
物
　
作
業
し
や
す
い
服
装
、

運
動
靴
、
軍
手

▼
申
込
受
付
　
12
月
14
日
（
水
）
か
ら

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

　
花
や
風
景
な
ど
身
近
な
も
の
を
題
材

に
し
て
絵
手
紙
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時

　
平
成
24
年
1
月
21
日
（
土
）

受
付
　
午
前
9
時
か
ら

開
催
　
午
前
9
時
30
分
〜
正
午

▼
場
所
　

�
金
川
の
森
管
理
事
務
所
　
ホ
ー
ル

▼
講
師
　
風
間
　
繁
樹
氏
（
山
梨
美
術

協
会
会
員
）

▼
定
員
　
20
名
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
1
0
0
円
（
材
料
費
）

▼
申
込
受
付
　
12
月
21
日
（
水
）
か
ら

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

　
庭
や
ベ
ラ
ン
ダ
に
野
鳥
を
呼
ん
で
、

間
近
に
観
察
で
き
る
え
さ
台
を
作
り
ま

す
。
▼
日
時
　
平
成
24
年
1
月
28
日
（
土
）

受
付
　
午
前
9
時
か
ら

開
催
　
午
前
9
時
30
分
〜
正
午

▼
場
所
　
金
川
の
森
管
理
事
務
所
　

▼
講
師
　
福
嶋
　
孝
一
氏
（
エ
ス
プ
リ

ガ
ー
デ
ン
代
表
）

▼
定
員
　
小
学
生
以
上
20
名
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
5
0
0
円
（
材
料
費
）

▼
申
込
受
付
　
12
月
28
日
（
水
）
か
ら

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

森
林
公
園
金
川
の
森
管
理
事
務
所

☎
0
5
5
3
（
4
7
）
2
8
0
5

　
40
年
間
、
一
貫
し
て
原
発
の
危
険
性

を
訴
え
続
け
て
き
た
科
学
者
、
京
都
大

学
の
小
出
裕
章
氏
の
講
演
会
で
す
。

▼
日
時
　
平
成
24
年
1
月
8
日
（
日
）

　
開
場
　
午
後
0
時
30
分

　
開
演
　
午
後
1
時
30
分

▼
場
所
　
コ
ラ
ニ
ー
文
化
ホ
ー
ル
（
山

梨
県
民
文
化
ホ
ー
ル
）
大
ホ
ー
ル

▼
入
場
券

　
前
売
　
5
0
0
円

　
当
日
　
8
0
0
円

※
当
日
券
販
売
の
有
無
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
や
お
電
話
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

▼
後
援
　
笛
吹
市
・
昭
和
町
・
韮
崎
市
・

北
杜
市
・
南
ア
ル
プ
ス
市
・
富
士
川

町
他

■
問
合
せ
先

小
出
裕
章
氏
講
演
会
実
行
委
員
会
（
自

然
食
品
有
機
村
内
）

　
☎
0
9
0
（
9
3
4
2
）
8
4
4
8

　
笛
吹
市
で
撮
影
さ
れ
た
「
婚
活
サ
ポ

ー
タ
ー
ガ
ー
ル
ズ
」
が
11
月
26
日
（
土
）

か
ら
公
開
さ
れ
ま
す
。
「
笛
吹
市
」
や
「
石

和
温
泉
」
な
ど
が
実
名
で
登
場
し
、
市

内
で
は
テ
ア
ト
ル
石
和
（
☎
0
5
5
―

2
６
２
―
４
６
７
４
）

で
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。

　
自
衛
隊
で
は
、
高
等
工
科
学
校
入
学

生
徒
と
、
自
衛
隊
の
奨
学
金
制
度
を
利

用
し
て
学
ぶ
貸
費
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

▼
種
目
・
資
格
・
受
付
期
間

○
高
等
工
科
学
校
（
推
薦
）

・
中
学
校
卒
業
（
見
込
み
含
）
17
才
未

満
の
男
子
で
中
学
校
長
等
が
推
薦
す

る
者

・
12
月
16
日
（
金
）
ま
で

○
高
等
工
科
学
校
（
一
般
）

・
中
学
校
卒
業
（
見
込
み
含
）
17
才
未

満
の
男
子

・
平
成
24
年
1
月
6
日
（
金
）
ま
で

○
貸
費
学
生

･
現
在
大
学
で
理
学
・
工
学
を
専
攻
し
、

来
春
3
・
4
年
に
進
む
学
生
、
お
よ
び

大
学
院
の
学
生
で
、
26
歳
未
満
（
大

学
院
生
は
、
28
歳
未
満
）
の
男
・
女

・
12
月
1
日
（
木
）
〜
平
成
24
年
1
月
13

日
（
金
）

※
試
験
日
な
ど
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

・
自
衛
隊
山
梨
地
方
協
力
本
部
　
募
集
課

　
☎
0
5
5
（
2
5
3
）
1
5
9
1

・
自
衛
隊
山
梨
地
方
協
力
本
部

　
甲
府
募
集
案
内
所

　
☎
0
5
5
（
2
2
8
）
6
4
2
7



指の体操�

交互にテンポよく行ってみましょう

右の親指と左の
小指を伸ばす

左の親指と右の
小指を伸ばす

　
市
教
育
委
員
会
で
は
次
の
と
お
り
、

ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
教
室
を
開
催

し
ま
す
。

▼
対
象
　
市
民
（
小
学
校
3
年
生
以
上
）

▼
日
時
　
平
成
24
年
1
月
6
日
（
金
）

　
受
付
　
午
前
8
時
45
分
か
ら

▼
場
所
　
カ
ム
イ
御
坂
ス
キ
ー
場

▼
定
員
　
ス
キ
ー
�
40
名

　
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
�
20
名

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

▼
参
加
料
　
小
学
生
�
1
8
0
0
円

　
�
�
�
�
大
　
人
�
2
5
0
0
円

※
レ
ン
タ
ル
代
が
別
途
か
か
り
ま
す
。

▼
申
込
方
法
　
12
月
5
日（
月
）〜
19
日（
月
）

午
前
9
時
〜
午
後
5
時
（
平
日
に
限
る
）

に
生
涯
学
習
課
に
備
え
て
い
る
申
請

書
に
て
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
込
み
時
に
参
加
料
・
レ
ン
タ
ル
代

を
徴
収
し
ま
す
。

※
お
つ
り
の
な
い
よ

う
に
お
願
い
し
ま
す
。

▼
共
催
　
市
ス
キ
ー

連
盟
・
ス
ノ
ー
ボ

ー
ド
協
会

■
申
込
・
問
合
せ
先

生
涯
学
習
課
　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
担
当

☎
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
3
8

ワ
ー
ド
応
用
（
第
2
回
）

▼
対
象
　
ワ
ー
ド
の
基
本
操
作
が
で
き

る
方

▼
日
時
　
平
成
24
年
2
月
9
日
（
木
）・
10

日
（
金
）・
13
日
（
月
）・
14
日
（
火
）・
16
日

（
木
）・
17
日
（
金
）

　
計
6
日
間
　
午
後
6
時
〜
9
時

▼
定
員
　
20
名
（
先
着
順
）

▼
受
講
料
　
2
1
0
0
円
（
テ
キ
ス
ト

代
別
）

▼
受
付
期
間
　
12
月
9
日
（
金
）
〜
平
成

24
年
2
月
2
日
（
木
）

ニ
ュ
ー
リ
ー
ダ
ー
研
修

▼
対
象
　
リ
ー
ダ
ー
的
な
立
場
の
方
・

次
期
リ
ー
ダ
ー
候
補
の
方
等

▼
日
時
　
平
成
24
年
2
月
16
日
（
木
）・
17

日
（
金
）
　
計
2
日
間

　
午
前
9
時
〜
午
後
4
時

▼
定
員
　
12
名
（
先
着
順
）

▼
受
講
料
　
2
1
0
0
円

▼
受
付
期
間
　
12
月
16
日
（
金
）
〜
平
成

24
年
2
月
9
日
（
木
）

▼
場
所
　
県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校
（
甲

州
市
塩
山
上
於
曽
1
3
0
8
）

※
講
座
内
容
、
日
程
等
は
都
合
に
よ
り

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

応
募
状
況
等
に
よ
っ
て
は
中
止
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校

☎
0
5
5
3
（
3
2
）
5
2
0
2

　
認
知
症
を
根
本
的
に
治
す
治
療
方
法

は
、
現
在
も
発
見
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
生
活
習
慣
を
改
善
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
あ
る
程
度
認
知
症
の
予
防

が
で
き
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
「
趣
味
な
ど
の
自
分
が
楽
し

い
と
思
う
こ
と
を
す
る
」
「
人
と
の
会
話

や
関
わ
り
を
多
く
持
つ
」
「
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
な
ど
の
有
酸
素
運
動
を
行
う
」
な
ど
の

習
慣
を
心
が
け
る
と
効
果
的
だ
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、「
日
記
を
つ
け
る
」「
カ

レ
ン
ダ
ー
に
し
る
し
を
す
る
」
「
手
紙
を

書
く
」
な
ど
、
生
活
の
中
で
脳
を
活
発
に

使
う
工
夫
や
、
ご
自
宅
で
も
簡
単
に
行
え

る
体
操
（
図
を
参
照
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
い
内
容
や
他

の
体
操
に
つ
い
て
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
市

高
齢
福
祉
課
（
石
和

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
）
ま
た
は
各
支
所

に
備
え
て
い
ま
す
の

で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
認
知
症
等
に

つ
い
て
心
配
な
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
笛
吹
市
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
笛
吹
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
9
0
7

　
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専
門
家
の
指

導
に
よ
り
、
運
動
（
機
能
訓
練
）
を
楽

し
み
な
が
ら
行
え
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

▼
対
象
　
市
内
在
住
の
障
が
い
者
お
よ

び
市
内
の
障
が
い
者
施
設
利
用
者

▼
日
時
　
12
月
21
日
（
水
）

　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

※
次
回
は
平
成
24
年
1
月
に
予
定
し
て

い
ま
す
。

▼
場
所
　
い
ち
の
み
や
桃
の
里
ふ
れ
あ

い
文
化
館
�
一
階
�
和
室

▼
講
師
　
笛
吹
中
央
病
院
　
作
業
療
法
士
、

理
学
療
法
士

▼
定
員
　
30
名

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

▼
参
加
費
　
無
料

▼
申
込
方
法
　
12
月
19
日
（
月
）
ま
で
に
、

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
市
社
会
福
祉
協
議
会
　
障
害
者
地
域

活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ふ
え
ふ
き
」

☎
0
5
5
（
2
6
3
）
1
7
7
7

�
℻
0
5
5
（
2
6
3
）
1
7
6
9

　
市
内
の
母
子
・
父
子
家
庭
を
対
象
に

外
出
交
流
を
行
い
ま
す
。

▼
行
き
先
　
富
士
急
ハ
イ
ラ
ン
ド

▼
日
時
・
集
合
場
所

平
成
24
年
1
月
8
日
（
日
）

出
発
　
午
前
7
時
45
分

到
着
　
午
後
6
時
（
予
定
）

・
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
�
駐
車
場

▼
定
員
　
90
名
（
先
着
順
）

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

▼
参
加
費
　
一
人
に
つ
き
1
0
0
0
円

　
（
交
通
費
、
入
園
料
を
含
む
）

※
必
ず
、
保
護
者
と
子
ど
も
が
一
緒
に

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

※
当
日
の
飲
食
代
は
す
べ
て
自
己
負
担

と
な
り
ま
す
。

▼
申
込
方
法
　

　
　
12
月
12
日
（
月
）
か
ら
16
日
（
金
）
ま

で
に
市
社
会
福
祉
協
議
会�

本
所
、
ま

た
は
各
地
域
事
務
所
に
参
加
費
持
参

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
込
み
の
際
に
、
母
子
・
父
子
家
庭

で
あ
る
こ
と
を
確
認
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
医
療
費
助
成
受
給
者
証
ま

た
は
公
的
機
関
か
ら
の
通
知
等
、
証

明
で
き
る
も
の
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

市
社
会
福
祉
協
議
会
�
地
域
福
祉
課

☎
0
5
5
（
2
6
5
）
5
1
8
2

　
県
に
よ
り
、
心
身
障
が
い
者
の
方
で
、

次
に
該
当
す
る
方
の
自
家
用
自
動
車
燃

料
費
が
、
助
成
さ
れ
ま
す
。

▼
対
象

○
平
成
23
年
度
分
の
自
動
車
税
も
し
く

は
軽
自
動
車
税
の
減
免
を
受
け
て
い

る
方

○
平
成
24
年
度
か
ら
減
免
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
方

こ
れ
ら
、
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
で
、

障
が
い
の
程
度
が
、
次
に
該
当
す
る

心
身
障
が
い
者
ま
た
は
、
そ
の
心
身

障
が
い
者
と
生
計
を
一
に
し
て
い
る

方
・
身
体
障
害
者
手
帳
の
総
合
等
級
が
1

級
ま
た
は
2
級

・
療
育
手
帳
に
記
載
さ
れ
た
障
が
い
の

程
度
が
A
│
1
、
A
│
2
a
、
A
│

2
b
ま
た
は
A
│
3

・
戦
傷
病
者
手
帳
に
よ
る
障
が
い
の
程

度
が
特
別
項
症
、
第
1
項
症
ま
た
は

第
2
項
症

▼
助
成
対
象
と
な
る
車
両
・
燃
料

○
平
成
23
年
中
に
、
税
の
減
免
を
受
け

た
自
動
車
ま
た
は
軽
自
動
車

○
こ
れ
ら
の
車
両
の
た
め
に
、
購
入
し

た
ガ
ソ
リ
ン
ま
た
は
軽
油
。

※
期
間
の
途
中
で
税
の
減
免
の
手
続
き

を
し
た
場
合
は
、
手
続
き
を
し
た
日

の
翌
月
分
か
ら
が
対
象
期
間
で
す
。

▼
助
成
金
　
1
ℓ
あ
た
り
ガ
ソ
リ
ン
な

ら
ば
40
円
、
軽
油
な
ら
ば
18
円
を
次

の
い
ず
れ
か
で
少
な
い
方
（
助
成
対

象
量
）
に
、
か
け
た
額
。

○
対
象
期
間
（
月
数
）
×
50
ℓ

○
実
際
の
購
入
量

▼
持
ち
物

○
記
入
し
た
山
梨
県
心
身
障
害
者
自
動

車
燃
料
費
助
成
金
請
求
書

○
宛
名
に
助
成
金
請
求
者
の
氏
名
が
記

載
さ
れ
た
領
収
書
お
よ
び
購
入
計
算
書
、

ま
た
は
販
売
店
で
証
明
さ
れ
た
支
払

い
証
明
書

○
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
戦

傷
病
者
手
帳
の
い
ず
れ
か
（
「
減
免
申

請
済
」
と
押
印
が
あ
る
も
の
）

○
印
鑑
、
減
免
者
の
車
検
証
、
請
求
者

名
義
の
預
金
通
帳

▼
提
出
書
類
等
　
請
求
書
お
よ
び
添
付

書
類
等
は
山
梨
市
・
笛
吹
市
・
甲
州

市
の
障
害
福
祉
担
当
課
の
窓
口
、
ま

た
は
、
峡
東
保
健
福
祉
事
務
所
・
福

祉
課
窓
口
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。
必

要
事
項
を
記
入
し
て
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

※
受
付
期
間
内
に
手
続
き
を
し
な
い
場

合
は
、
助
成
金
の
支
払
い
は
で
き
ま

せ
ん
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

・
県�

峡
東
保
健
福
祉
事
務
所
　
福
祉
課

（
山
梨
市
下
井
尻
1
2
6
│
1
　
東
山

梨
合
同
庁
舎
内
）

　
☎
0
5
5
3
（
2
0
）
2
7
5
0

　
℻
0
5
5
3
（
2
0
）
2
7
5
4

・
市�

福
祉
総
務
課
　
障
害
福
祉
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
1
2
7
1

※都合により会場に来られない場合は、峡東保健福祉事務所で、平成24年１月10日（火）
から２月３日（金）まで随時受け付けます。

▼受付日時・場所

郵送

平成24年1月17日（火）

平成24年1月19日（木）

平成24年1月20日（金）

平成24年1月25日（水）

平成24年1月27日（金）

日　程

持参

場　所

東山梨合同庁舎・101会議室

山梨市役所西館・1階��101会議室

笛吹市「スコレーセンター」・会議室

甲州市「市民文化会館」・視聴覚室

笛吹市「学びの杜みさか」・講座教室

受付時間

午前10時～正午

午後１時～午後３時

峡東保健福祉事務所福祉課宛に郵送してください。
平成24年１月10日（火）～２月３日（金）までの消印のあるものが有効です。
（手帳・車検証・預金通帳のコピーを添付）



検査項目

特定健診（健康診査）

胃がん検診（胃部X線検査）、肝臓がん検診
（腹部超音波検査）、大腸がん検診（便潜血
検査）、肺がん結核検診（胸部Ｘ線検査）

・19歳～39歳（職場で機会のある人は除く）
・40歳～75歳の市国民健康保険加入者
・40歳～75歳の社会保険被扶養者
　（ご加入の医療保険者が発行する「特定健診受診券」が必要）
・県後期高齢者医療保険加入者

乳がん検診

骨粗しょう症検診

前立腺がん検診

肝炎ウイルス検診

対象者

19歳以上（職場で機会のある人は除く）

19歳以上の女性（職場で機会のある人は除く）

20・25・30・35・40・45・50・55・60・65・70歳の女性
（職場で機会のある人は除く）

特定健診（健康診査）を受ける人で50歳以上の男性

特定健診（健康診査）を受ける人で40歳および過去に肝炎ウイル
ス検診を受けたことのない41歳以上の人

　
本
年
度
の
各
地
区
集
団
健
診
を
受
け

ら
れ
な
か
っ
た
方
を
対
象
に
、
集
団
健

診
予
備
日
を
設
定
し
ま
し
た
。

　
ご
希
望
の
方
は
事
前
予
約
が
必
要
で

す
の
で
、
お
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

▼
日
時
平
成
24
年
1
月
14
日
（
土
）・
15
日
（
日
）

午
前
8
時
30
分
〜
午
前
11
時

▼
場
所

　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
自
己
負
担
金

　
当
日
受
付
で
徴
収
し
ま
す
。
検
査

項
目
、
年
齢
に
よ
っ
て
金
額
が
異
な

り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
次
の
検
査
項
目
を
1
つ
で
も
各
地
区

集
団
健
診
の
会
場
で
受
け
た
方
や
国

保
人
間
ド
ッ
グ
を
受
け
た
方
は
、
こ

の
予
備
日
の
申
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
「
特
定
健
診
」
「
が
ん
検
診
」
「
骨
粗

し
ょ
う
症
検
診
」
を
個
別
（
医
療
機

関
）
検
診
で
受
け
た
方
は
、
同
じ
項

目
の
申
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
健
康
づ
く
り
課
　
成
人
保
健
担
当
　

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
9
0
1

　

　
「
高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
療
養

費
制
度
」
は
、
同
じ
世
帯
で
医
療
と
介

護
の
両
方
を
利
用
し
た
際
の
負
担
合
計

が
、
所
得
や
年
齢
に
よ
っ
て
様
々
に
設

定
さ
れ
た
負
担
限
度
額
を
超
え
た
場
合

に
、
申
請
す
る
こ
と
で
、
そ
の
差
額
が

支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
今
回
、
こ
れ
ら
両
方
の
自
己
負
担
額

が
高
額
に
な
っ
た
世
帯
に
、
高
額
介
護

合
算
療
養
費
支
給
申
請
勧
奨
通
知
が
送

ら
れ
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
世
帯
内
の
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

被
保
険
者
の
方
全
員
に
つ
い
て
、
「
平

成
22
年
8
月
〜
平
成
23
年
7
月
」
ま

で
の
医
療
保
険
と
介
護
保
険
の
自
己

負
担
額
の
合
計
が
、
基
準
額
を
超
え

た
世
帯

▼
送
付
時
期

　
平
成
24
年
1
月
初
旬
に
郵
送
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

※
支
給
の
お
知
ら
せ
に
は
仮
計
算
の
結

果
、
支
給
で
き
る
見
込
額
が
記
載
さ

れ
て
い
ま
す
。

▼
そ
の
他
注
意
事
項

○
申
請
は
平
成
23
年
7
月
31
日
に
住
所

の
あ
っ
た
市
町
村
窓
口
で
受
け
付
け

ま
す
。

○
支
給
を
受
け
る
に
は
、
必
ず
申
請
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

○
申
請
時
に
は
、
郵
送
物
に
同
封
さ
れ

て
い
る
「
申
請
書
」
お
よ
び
「
支
給

申
請
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ
」、
印
鑑
、

振
込
先
口
座
の
分
か
る
も
の
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

○
被
保
険
者
ご
本
人
が
亡
く
な
ら
れ
た

場
合
は
法
定
相
続
人
の
方
の
申
請
と

な
り
ま
す
が
、
別
途
誓
約
書
の
記
入

お
よ
び
戸
籍
等
が
必
要
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

次
に
該
当
す
る
方
に
は
申
請
の
対
象

と
な
る
旨
の
お
知
ら
せ
が
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。
（
申
請
す
る
場
合

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

　
平
成
22
年
8
月
〜
平
成
23
年
7
月
ま

で
の
間
に

○
市
町
村
を
越
え
て
転
居
さ
れ
た
方

○
他
の
医
療
保
険
か
ら
後
期
高
齢
者
制

度
に
移
ら
れ
た
方

○
死
亡
さ
れ
た
方
の
法
定
相
続
人

※
具
体
的
な
手
続
き
や
ご
不
明
な
点
に

つ
い
て
は
、
次
の
窓
口
ま
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

・
国
民
健
康
保
険
課
　
高
齢
者
医
療
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

・
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　
☎
0
5
5
（
2
3
6
）
5
6
7
1

　
日
本
の
肝
炎
（
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
）
の

持
続
感
染
者
は
、
B
型
が
1
1
0
万
人
〜

１
４
０
万
人
、
C
型
が
2
0
0
万
人
〜
２

４
０
万
人
存
在
す
る
と
推
定
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
感
染
時
期
が
明
確
で
は
な
い
こ
と

や
自
覚
症
状
が
な
い
こ
と
が
多
い
た
め
、

適
切
な
時
期
に
治
療
を
受
け
る
機
会
が
な

く
、
本
人
が
気
づ
か
な
い
う
ち
に
肝
硬
変

や
肝
が
ん
へ
移
行
す
る
感
染
者
が
多
く
存

在
す
る
こ
と
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が

判
明
し
た
方
が
必
要
に
応
じ
て
保
健
指

導
等
を
受
け
、
医
療
機
関
を
受
診
す
る

こ
と
に
よ
り
、
肝
炎
に
よ
る
健
康
被
害

の
回
避
、
症
状
の
軽
減
、
ま
た
は
進
行

の
遅
延
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

健
康
増
進
事
業
に
基
づ
き
肝
炎
ウ
イ
ル

ス
検
診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
本
年
8
月
、
市
で
は
対
象
者
（
平
成

23
年
４
月
１
日
現
在
、
40
歳
・
45
歳
・

50
歳
・
55
歳
・
60
歳
の
方
）
に
肝
炎
ウ

イ
ル
ス
検
診
受
診
の
ご
案
内
を
し
ま
し
た
。

　
対
象
者
で
、
こ
れ
ま
で
に
肝
炎
ウ
イ
ル

ス
検
診
を
一
度
も
受
診
し
た
こ
と
が
な
い

方
で
、
他
の
機
会
に
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診

を
受
け
る
予
定
が
な
い
方
は
、
1
月
に
検

査
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
電
話
で
申
込
み

く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
健
康
づ
く
り
課
　
成
人
保
健
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
9
0
1

　がん検診における受診促進、がんの早期発見、健康の保持およ

び増進を図ることを目的に昨年度から「がん検診推進事業」が全

国的に実施されています。

　市では、次の検診の対象者に無料クーポン券と検診手帳をお送

りしました。受診方法は次のとおりです。まだ受診していない方

は、早めに検診を受けましょう。

▼対象

○子宮頸がん検診

　平成23年4月1日現在、20歳・25歳・30歳・35歳・40歳になった女性

○乳がん検診　　

　平成23年4月1日現在、40歳・45歳・50歳・55歳・60歳になった女性

○大腸がん検診　

　平成23年4月1日現在、40歳・45歳・50歳・55歳・60歳になった人

▼受診方法

集団健診・国保人間ドック・指定医療機関検診（無料クーポン券に同封している一覧表をご覧

ください）

▼持ち物

○無料クーポン券

○市で実施するがん検診の申込者に発行する「受診券」

※両方が必要です。

▼無料クーポン券の有効期限

○子宮頸がん検診および乳がん検診　平成24年1月31日（火）まで

○大腸がん検診　　　　　　　　　　平成24年2月29日（水）まで

※職場検診で行う子宮がん検診、乳がん検診、大腸がん検診は対象になりません。

※甲府共立病院総合健診センターは12月中までの実施となっていますのでご注意ください。

■問合せ先　健康づくり課　成人保健担当　☎�055（261）1901

けい



お酒を飲む機会が多くなる季節です。飲みすぎに気をつけましょう。

（1日の適量の目安はビールなら中びん1本、日本酒なら1合程度です）

任�意

予防接種名

ＢＣＧ

三種混合1期
初回・追加（ジ
フテリア・百
日咳・破傷風）

麻しん風しん
混合�1期

二種混合�2期
（ジフテリア・
破傷風）

日本脳炎1期

日本脳炎2期

通知発送対象児

平成23年
9月生まれ

平成22年
12月生まれ

平成12年
12月生まれ

平成20年
12月生まれ

平成23年
10月生まれ

ヒブ

小児用
肺炎球菌

【作り方】

①れんこんは皮をむき、薄いいちょう切りにし、酢少々を入れた水につけ
ておく。

②沸騰したお湯に塩少々を加え、水切りしたれんこんを茹でる。れんこん
の色が透明になったらザルにあげる。

③鍋にＡの調味料を入れて火にかけ、沸騰直前に火を止める。

④ボールに水切りをしたれんこんを入れ、③の調味料を温かいうちにかける。

⑤きゅうりは薄切り、レタスは食べやすい大きさにちぎり、りんご・かき・
レモンはいちょう切りにして④と合わせる。

※いちょうぎり：縦十文字の四つ割りにして、端から切っていく切り方

■問合せ先　健康づくり課�健康企画担当�☎�055（261）1901

主食：ごはん

A

主菜：あじのフライ

副菜：れんこんサラダ

※
対
象
者
に
は
、
後
日
予
診
票
・
契
約

医
療
機
関
等
の
詳
し
い
お
知
ら
せ
を

し
ま
す
。
接
種
時
期
等
の
内
容
を
よ

く
確
認
し
、
契
約
医
療
機
関
に
て
予

防
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

※
他
市
町
村
よ
り
転
入
さ
れ
た
方
、
予

診
票
の
な
い
方
、
合
併
前
の
予
診
票

を
お
持
ち
の
方
は
、
健
康
づ
く
り
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

健
康
づ
く
り
課
　
母
子
保
健
担
当

☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
9
0
1

　
ク
リ
ス
マ
ス
の
日
に
最
適
の
お
料
理

を
、
親
子
で
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

▼
対
象
　
市
内
在
住
の
未
就
学
児
親
子

15
組

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

▼
日
時
　
12
月
8
日
（
木
）

�
午
前
10
時
30
か
ら

▼
場
所
　
八
代
総
合
会
館
　
調
理
室

▼
参
加
費
　
5
0
0
円

▼
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
型

抜
き
　
ボ
ー
ル
・
め
ん
棒

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
　
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
「
き
っ
ず
や
つ
し
ろ
」

�
☎
0
5
5
（
2
6
5
）
5
2
5
2

対象者にお知
らせしていま
す。

■問合せ先　児童課　☎�055（261）1904�または各支所

・春日居支所地域住民課
・かすがい学童保育クラブ
・児童課（笛吹市役所南館）

名　称

石和南小第一・第二学童保育
クラブ

石和東小学童保育クラブ

石和北小学童保育クラブ

富士見小学童保育クラブ

石和西小第一・第二学童保育
クラブ

御坂第一・第二・第三学童保育
クラブ

一宮第一・第二学童保育
クラブ

八代第一・第二学童保育
クラブ

境川学童保育クラブ

かすがい第一・第二学童保育
クラブ

所在地

石和町市部720番地
　石和南小学校内

石和町中川483番地１
　はなぶさふれあい児童館内
石和町中川478番地
　石和東小学校内

石和町松本1442番地20
　石和北小学校内

石和町今井10番地
　富士見小学校内

石和町唐柏360番地
　石和西小学校内　

御坂町栗合372番地12
　御坂児童センター内

一宮町末木798番地１
　一宮児童館内（第一）
　一宮保健センター内（第二）

八代町南545番地１（第一）
　八代児童センター内
八代町南544番地（第二）
　若彦路ふれあいセンター別館内

境川町小黒坂1652番地
　境川児童館内

春日居町加茂97番地１（第一）
　春日居児童センター内
春日居町加茂77番地１（第二）
　春日居福祉保健センター内

定員

80

70

40

70

110

80

99

125

125

45

申請書受付場所

・児童課（笛吹市役所南館）
・各学童保育クラブ

・御坂支所住民課
・御坂学童保育クラブ
・児童課（笛吹市役所南館）

・一宮支所住民課
・一宮学童保育クラブ
・児童課（笛吹市役所南館）

・八代支所住民課
・八代学童保育クラブ
・児童課（笛吹市役所南館）

・境川支所地域住民課
・境川学童保育クラブ
・児童課（笛吹市役所南館）

▼学童保育クラブ一覧表

レモン�………1�/2個

酢�……………�100ｍｌ
砂糖�…………�50ｇ
塩�……………�少々

【材料】（４人分）
れんこん�…………�200ｇ
レタス�……………�4枚
きゅうり�…………�1本
りんご�……………�1/3個
柿�…………………�1/2個

　
市
で
は
、
平
成
24
年
度
の
学
童
保
育

利
用
申
請
書
を
次
の
期
間
に
よ
り
受
付

け
ま
す
。

▼
利
用
の
対
象
と
な
る
児
童

　
市
内
の
小
学
校
に
在
学
し
、
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
児
童
で
す
。

①
保
護
者
が
就
労
の
た
め
、
児
童
が
帰

宅
し
て
も
他
に
保
護
者
に
代
わ
る
者

が
い
な
い
3
年
生
以
下
の
児
童

②
保
護
者
の
出
産
、
傷
病
そ
の
他
の
理

由
に
よ
り
、
緊
急
か
つ
一
時
的
に
保

護
者
ま
た
は
保
護
者
に
代
わ
る
者
が

い
な
い
3
年
生
以
下
の
児
童

③
　

①
②
の
ほ
か
、
市
長
が
特
に
必
要

が
あ
る
と
認
め
る
児
童

　
な
お
、
定
員
を
超
え
る
場
合
は
、
市

の
規
則
に
基
づ
き
、
優
先
決
定
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
利
用
で
き
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
。

※
現
在
、
学
童
保
育
を
利
用
し
て
い
る

児
童
も
申
請
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

▼
受
付
期
間

12
月
12
日
（
月
）
〜
21
日
（
水
）

（
土
・
日
を
除
く
、
期
間
厳
守
）

※
期
間
を
過
ぎ
て
申
請
が
あ
っ
た
場
合

は
、
「
待
機
」
と
し
て
受
付
け
ま
す
。

▼
受
付
時
間

○
児
童
課

�
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
7
時

○
各
支
所

�
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分

○
各
学
童
保
育
ク
ラ
ブ

�
児
童
下
校
時
〜
午
後
6
時
30
分

▼
受
付
方
法
　
申
請
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
受
付
場
所
は
、
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
ご

と
に
異
な
り
ま
す
の
で
、
一
覧
表
で

確
認
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
利
用
許
可
の
決
定
に
つ
い
て

　
許
可
・
不
許
可
に
係
わ
ら
ず
、
平

成
24
年
3
月
上
旬
に
通
知
を
送
付
し

ま
す
。

▼
申
請
書
配
布
に
つ
い
て
　
市
役
所
南

館
内
児
童
課
窓
口
・
各
支
所
窓
口
・

各
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
に
備
え
て
い
ま

す
の
で
、
お
受
取
り
く
だ
さ
い
。

学
童
保
育
に
つ
い
て

▼
実
施
期
間
　
平
成
24
年
4
月
1
日
〜

平
成
25
年
3
月
31
日

▼
保
育
時
間

○
小
学
校
の
平
日
授
業
日

�
児
童
の
下
校
時
〜
午
後
6
時
30
分

○
小
学
校
の
平
日
休
業
日
（
学
校
行
事

振
替
休
日
、
春
・
夏
・
冬
休
み
期
間

等
）
午
前
8
時
〜
午
後
6
時
30
分

※
原
則
と
し
て
土
・
日
曜
・
祝
祭
日
、

12
月
29
日
か
ら
1
月
3
日
は
閉
館
し

ま
す
。
た
だ
し
、
土
曜
日
に
つ
い
て

は
月
１
回
学
童
保
育
を
試
行
的
に
実

施
す
る
予
定
で
す
。

　
　
そ
の
ほ
か
災
害
な
ど
に
よ
り
学
校

が
休
校
と
な
る
場
合
、
保
育
を
実
施

し
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▼
保
護
者
負
担
金
　
児
童
一
人
に
つ
き

月
額
2
0
0
0
円
の
学
童
保
育
料
を

負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
（
た
だ
し
、

世
帯
の
所
得
状
況
に
よ
り
減
免
の
規

定
が
あ
り
ま
す
）

※
お
や
つ
は
原
則
と
し
て
あ
り
ま
せ
ん
。

※
学
童
保
育
料
の
滞
納
が
あ
る
場
合
は
、

申
請
を
受
け
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。

※
学
童
保
育
料
を
滞
納
し
た
場
合
は
、

学
童
保
育
を
辞
退
し
て
い
た
だ
く
こ

と
も
あ
り
ま
す
。



件数

18

320

24

56

418

差押え実績
（平成23年4月～9月）

差押財産

給与

預貯金

不動産

その他

計

　
国
民
年
金
保
険
料
を
社
会
保
険
料
控

除
と
し
て
申
告
す
る
場
合
に
は
、
1
年

間
に
納
付
し
た
国
民
年
金
保
険
料
を
証

明
す
る
書
類
を
添
付
す
る
こ
と
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
手
続
き
の

際
は
、
必
ず
こ
の
証
明
書
、
ま
た
は
領

収
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
大
切

に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

※
11
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
る
の
は
、
平

成
23
年
1
月
1
日
か
ら
9
月
30
日
ま

で
の
間
に
、
国
民
年
金
保
険
料
を
納

付
さ
れ
た
方
で
す
。

※
10
月
1
日
か
ら
12
月
31
日
の
間
に
、

今
年
初
め
て
国
民
年
金
保
険
料
を
納

付
さ
れ
た
方
は
、
平
成
24
年
2
月
に

送
付
さ
れ
る
予
定
で
す
。

■
問
合
せ
先
　
国
民
年
金
控
除
証
明
書

専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
0
5
7
0
（
0
7
0
）
1
1
7

（
I
P
電
話
・
P
H
S
電
話
か
ら
は

☎
0
3
│

6
7
0
0
│

1
1
3
0
）

※
受
付
期
間

○
月
〜
金
曜
日
（
午
前
8
時
30
分
〜
午

後
5
時
15
分
）
た
だ
し
、
月
曜
日
（
月

曜
日
が
休
日
の
場
合
は
火
曜
日
）
は

午
後
7
時
ま
で

○
第
2
土
曜
日
（
午
前
9
時
30
分
〜
午

後
4
時
）

○
祝
日
、
12
月
29
日
〜
1
月
3
日
は
ご

利
用
で
き
ま
せ
ん
。

職員による滞納者宅捜索タイヤロックによる自動車の差押え

■問合せ先　収税課　収納担当　☎�055（262）4111

　多くの市民の皆さんには、市税を納期限内に納めていただ

いています。市では税負担の公平性を確保するため、納付相

談や納付催告に応じない滞納者に対しては、強制的に財産の

差押えを執行しています。

　場合によっては、職員が滞納者の自宅等を捜索し、発見し

た財産を差押え、搬出することも行います。

　差押えした財産は、不動産、動産、自動車、給与、預金、

生命保険等があり不動産公売やインターネット公売等により

換価し、税金に充てています。

　収税課では12月を滞納整理強化月間として、悪質な滞納へ

の対応を強化することにより、さらなる公平性の確保を図り

ます。

　
家
屋
を
新
築
・

増

築

・

滅

失

し

た

時

に

は

「

家

屋
新
築
・
増
築
・

滅

失

申

告

書

」

を

提

出

し

て

く

だ
さ
い
。

　

提

出

が

な

い

場
合
に
は
「
賦
課
期
日
（
1
月
1
日
）

に
家
屋
が
存
在
す
る
の
に
、
評
価
証
明

が
発
行
で
き
な
い
」
な
ど
と
い
っ
た
こ

と
が
生
じ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
提
出
さ
れ
た
申
告
書
に
基

づ
き
、
新
・
増
築
の
家
屋
評
価
お
よ
び

滅
失
家
屋
の
現
地
確
認
を
行
い
、
固
定

資
産
課
税
台
帳
へ
の
登
録
お
よ
び
削
除

を
行
い
ま
す
。

　
な
お
、
プ
レ
ハ
ブ
の
車
庫
、
物
置
な

ど
も
課
税
対
象
に
な
り
ま
す
の
で
、
お

忘
れ
な
い
よ
う
に
申
告
書
の
提
出
を
お

願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
登
記
さ
れ
て
る

家
屋
を
滅
失
す
る
場
合
は
、
法
務
局
で

滅
失
登
記
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
提
出
期
限
　
平
成
24
年
1
月
末
日

▼
提
出
書
類
　
こ
れ
ら
に
該
当
し
、
未

提
出
の
方
は
、
税
務
課
ま
た
は
各
支

所
に
備
え
付
け
て
い
る
「
家
屋
新
築
・

増
築
・
滅
失
申
告
書
」
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
既
に
提
出
済
の
場
合
は
、
提
出
の

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
）

■
問
合
せ
先
　
税
務
課
　
資
産
税
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

確
定
申
告
書
の
送
付
に
つ
い
て

　
税
務
署
で
は
、
行
政
コ
ス
ト
削
減
の

観
点
か
ら
平
成
23
年
分
青
色
決
算
書
用

紙
の
事
前
送
付
を
廃
止
し
、
確
定
申
告

書
用
紙
に
同
封
し
て
送
付
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
電
子
申
告
（
e
│

T
a
x
）

を
さ
れ
て
い
る
方
に
つ
き
ま
し
て
は
申

告
書
等
の
送
付
は
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

所
得
税
が
変
わ
り
ま
し
た

　
公
的
年
金
等
の
収
入
が
4
0
0
万
円

以
下
で
あ
り
、
か
つ
、
公
的
年
金
等
に

係
る
雑
所
得
以
外
の
所
得
金
額
が
20
万

円
以
下
で
あ
る
場
合
に
は
、
所
得
税
の

確
定
申
告
書
の
提
出
は
、
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。

※
こ
の
場
合
で
も
、
所
得
税
の
還
付
を

受
け
る
た
め
の
申
告
書
を
提
出
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
公
的
年
金
以
外
の
所
得
金
額
が
20
万

円
以
下
で
所
得
税
の
確
定
申
告
書
の

提
出
を
必
要
と
し
な
い
場
合
で
も
、

住
民
税
の
申
告
が
必
要
で
す
。

確
定
申
告
書
の
作
成
は
、
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
確
定
申
告
書
作

成
コ
ー
ナ
ー
」
で

　
「
確
定
申
告
書
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
の

画
面
の
案
内
に
従
っ
て
金
額
等
を
入
力

す
れ
ば
税
額
な
ど
が
自
動
計
算
さ
れ
、

所
得
税
、
消
費
税
の
申
告
書
や
青
色
申

告
決
算
書
な
ど
を
作
成
で

き
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
山
梨
税
務
署
�
個
人
課
税
�
第
1
部
門

　
☎
0
5
5
3
（
2
2
）
1
4
1
1

　
公
共
下
水
道
が
使
え
る

よ
う
に
な
っ
た
区
域
の
方

か
ら
は
、
受
益
者
負
担
金

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
12
月
は
本
年
度
の
最
終
の
納
期
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、
過
去
の
受
益
者
負
担

金
の
納
め
忘
れ
は
な
い
か
、
も
う
一
度

お
確
か
め
く
だ
さ
い
。
納
付
状
況
が
ご

不
明
な
方
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

▼
受
益
者
負
担
金
等
の
口
座
振
替

　
市
で
は
、
料
金
等
の
お
支
払
い
に

口
座
振
替
を
お
す
す
め
し
て
い
ま
す
。

口
座
振
替
は
、
金
融
機
関
の
窓
口
に

出
向
く
必
要
の
な
い
大
変
便
利
な
制

度
で
す
の
で
、
積
極
的
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

○
申
込
方
法

　
次
の
も
の
を
持
参
し
て
、
次
の
金

融
機
関
の
窓
口
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

・
印
鑑
（
金
融
機
関
取
引
印
）

・
預
貯
金
通
帳

・
納
入
通
知
書
兼
領
収
書
等
（
お
客
様

の
通
知
書
番
号
が
わ
か
る
も
の
）

○
金
融
機
関

（
次
の
本
店
お
よ
び
各
支
店
）

・
山
梨
中
央
銀
行

・
笛
吹
農
業
共
同
組
合

・
甲
府
信
用
金
庫

・
山
梨
信
用
金
庫

・
山
梨
県
民
信
用
組
合

・
フ
ル
ー
ツ
山
梨
農
業
協
同
組
合
（
本

所
・
金
融
取
扱
支
所
）

・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

※
口
座
振
替
依
頼
書
が
準
備
し
て
あ
る

の
は
、
市
内
の
金
融
機
関
お
よ
び
下

水
道
課
（
南
館
内
）
で
す
。
市
外
に

お
住
ま
い
の
方
は
、
お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
下
水
道
課
　
管
理
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
4
7



　
10
月
14
日
、
山
梨
県
J
A
会
館
に
お

い
て
「
第
58
回
山
梨
県
農
業
ま
つ
り
式
典
」

が
開
催
さ
れ
、
各
種
の
表
彰
式
や
認
定

証
授
与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
市
内
で
表
彰
状
及
び
認
定
証
を
授
与

さ
れ
た
方
々
を
紹
介
し
ま
す
。
（
敬
称
略
）

県
農
業
ま
つ
り
農
水
産
業
功
績
者

　
農
水
産
業
の
振
興
に
功
績
の
あ
っ
た

個
人
や
団
体
を
表
彰
す
る
も
の
で
、
次

の
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

▼
果
樹
部
門

○
森
道
雄
（
石
和
町
広
瀬
）

▼
花
き
部
門

○
梶
原
吉
久
仁
・
富
枝

　
（
御
坂
町
上
黒
駒
）

▼
畜
産
部
門

○
武
川
孝
行
・
弘
子
（
八
代
町
奈
良
原
）

農
業
を
育
て
る
ナ
イ
ス
カ
ッ
プ
ル

　
農
業
に
情
熱
を
傾
け
魅
力
あ
る
い
き

い
き
と
し
た
農
村
づ
く
り
に
努
力
し
て

い
る
若
い
夫
婦
を
表
彰
す
る
も
の
で
、

次
の
夫
婦
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

○
秋
山
守
・
春
香
（
八
代
町
南
）

県
指
導
農
業
士

　
次
代
を
担
う
青
年
農
業
者
等
を
育
成

す
る
と
と
も
に
、
認
定
後
の
自
主
的
組

織
活
動
を
促
進
し
、
資
質
の
向
上
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
、
次
の
方
が
認
定
さ

れ
ま
し
た
。

○
小
倉
順
（
春
日
居
町
下
岩
下
）

　
冬
季
に
な
る
と
、
空
気
が
乾
燥
し
て

火
災
が
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
火
災
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
、
一
人

ひ
と
り
が
火
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
注

意
し
、
火
災
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　
3
つ
の
習
慣

・
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

・
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か

ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

・
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る

と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

　
4
つ
の
対
策

・
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用

火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

・
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か
ら
の

火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
品
を
使

用
す
る
。

・
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、

住
宅
用
消
火
器
等
を
設
置
す
る
。

・
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を

守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制

を
つ
く
る
。

　
『
住
宅
用
火
災
警
報
器
』
は
、
消
防
法

の
改
正
に
よ
り
す
べ
て
の
住
宅
に
設
置

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
『
住
宅
用
火
災
警
報
器
』
は
、
煙
や
熱

を
自
動
的
に
キ
ャ
ッ
チ
し
、
音
や
声
に

よ
り
火
災
の
発
生
を
い
ち
早
く
知
ら
せ

て
く
れ
ま
す
。

　
ま
だ
設
置
さ
れ
て
い
な
い
お
宅
は
、

一
日
も
早
く
『
住
宅
用
火
災
警
報
器
』

を
取
り
付
け
て
、
あ
な
た
と
ご
家
族
の

尊
い
生
命
、
大
切
な
財
産
を

守
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
市
消
防
本
部
　
予
防
課

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
0
1
1
9

　
ク
レ
ジ
ッ
ト
や
消
費
者
金
融
な
ど
の
複

数
の
金
融
業
者
か
ら
お
金
を
借
り
て
、
お

悩
み
の
方
は
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
相
談
会
は
、
金
融
庁
の
多
重
債

務
問
題
改
善
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
き
、

市
に
お
い
て
実
施
す
る
も
の
で
す
。

▼
日
時
　
12
月
21
日
（
水
）
　
　

　
受
付
　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
パ
リ
オ
　
2
階
　

会
議
室

▼
相
談
時
間
　
1
人
　
30
分
以
内

▼
相
談
員
　
網
倉
　
義
久
氏
（
司
法
書
士
）

※
予
約
不
要
、
秘
密
は
守
り
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
市
民
活
動
支
援
課
　
市
民
生
活
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

　
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
　
12
月
21
日
（
水
）
　

　
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

▼
場
所
　
市
役
所�

南
館�

3
階�

大
会
議
室

■
問
合
せ
先
　
（
社
）
山
梨
県
宅
地
建
物

取
引
業
協
会
（
担
当
　
岡
）

　
☎
0
5
5
（
2
6
3
）
7
6
3
8

「農業を育てるナイスカップル」を
受賞された秋山さん夫妻

正午
～
午後1時

変
更
後

開庁時間

午前8時30分
～

午後5時30分

午前8時30分
～

午後5時15分

変
更
前

休憩時間

正午
～
午後1時

　
12
月
10
日
は
「
人
権
デ
ー
（H

u
m
a
n

　R
ig
h
ts
�
D
a
y

）
」
で
す
。

　
法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合

会
で
は
人
権
デ
ー
に
あ
わ
せ
て
、
人
権

の
尊
重
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　
お
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
て
明
る
い

社
会
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

人
権
週
間

12
月
4
日
（
日
）
か
ら
10
日
（
土
）
ま
で

の
1
週
間

啓
発
活
動
重
点
目
標

「
み
ん
な
で
築
こ
う
　
人
権
の
世
紀
　

〜
考
え
よ
う
　
相
手
の
気
持
ち
　
育

て
よ
う
　
思
い
や
り
の
心
〜
」

人
権
週
間
の
強
調
事
項

▼
女
性
の
人
権
を
守
ろ
う

▼
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

▼
高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を
育
て
よ

う
▼
障
が
い
の
あ
る
人
の
完
全
参
加
と
平

等
を
実
現
し
よ
う
　
な
ど

　
人
権
問
題
で
お
困
り
の
方
は
、
お
気

軽
に
、
最
寄
り
の
人
権
擁
護
委
員
か
法

務
局
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無

料
、
秘
密
厳
守
で
、
特
に
手
続
等
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。

■
相
談
・
問
合
せ
先

・
子
ど
も
の
人
権
1
1
0
番
　
　
　
　

　
☎
0
1
2
0
（
0
0
7
）
1
1
0

・
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

�
☎
0
5
7
0
（
0
7
0
）
8
1
0

・
甲
府
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課
　
�
�

　
☎
0
5
5
（
2
5
2
）
7
2
3
9

特
設
人
権
相
談
所

　
「
第
63
回
人
権
週
間
」
行
事
の
一
環
と

し
て
、
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　
い
じ
め
や
、
差
別
を
は
じ
め
と
す
る

人
権
問
題
に
関
す
る
相
談
を
お
受
け
す

る
と
と
も
に
、
人
権
侵
犯
事
件
の
被
害

者
救
済
を
は
か
り
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

※
相
談
料
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
り
ま
す
。

▼
日
時
　
12
月
5
日
（
月
）
　

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
場
所
八
代
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
2
階
多
目
的

ホ
ー
ル

■
問
合
せ
先

　
市
民
活
動
支
援
課
　
市
民
生
活
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

　　
各
庁
舎
お
よ
び
支
所
の
開
庁
時
間
が

次
の
と
お
り
変
更
と
な
り
ま
す
。

※
保
育
所
の
保
育
時
間
や
図
書
館
等
の

開
館
時
間
に
は
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
日
曜
窓
口
は
、
引
き
続
き
実
施
し
ま

す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
（
た

だ
し
、
午
後
5
時
15
分
ま
で
）

※
証
明
書
自
動
交
付
機
の
利
用
に
つ
い

て
も
、
本
庁
お
よ
び
各
支
所
で
は
午

後
5
時
15
分
ま
で
で
す
。
（
セ
ブ
ン

イ
レ
ブ
ン
に
お
け
る
コ
ン
ビ
ニ
交
付

に
つ
い
て
は
、
従
来
ど
お
り
午
前
6

時
30
分
か
ら
午
後
11
時
ま
で
の
間
に

お
い
て
利
用
で
き
ま
す
）

変
更
理
由

　
民
間
の
労
働
時
間
と
の
均
衡
等
を
考

慮
し
、
平
成
21
年
4
月
か
ら
国
家
公
務

員
の
勤
務
時
間
が
1
日
当
た
り
8
時
間

か
ら
7
時
間
45
分
に
短
縮
さ
れ
る
の
と

同
時
に
開
庁
時
間
も
午
前
8
時
30
分
か

ら
午
後
5
時
15
分
に
短
縮
さ
れ
ま
し
た
。

　
山
梨
県
庁
で
は
、
平
成
22
年
4
月
か

ら
短
縮
し
、
県
内
の
ほ
と
ん
ど
の
市
町

村
に
お
い
て
も
同
様
に
開
庁
時
間
が
短

縮
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
開
庁
時
間
を
午

前
8
時
30
分
か
ら
午
後
5
時
30
分
と
し

て
き
ま
し
た
が
、
国
の
機
関
や
他
の
市

町
村
と
開
庁
時
間
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、

来
庁
さ
れ
た
市
民
の
皆
さ
ん
に
再
度
の

来
庁
を
お
願
い
す
る
な
ど
、
ご
迷
惑
を

お
か
け
す
る
事
例
も
見
受
け
ら
れ
ま
し

た
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
12
月
1
日
か

ら
開
庁
時
間
を
午
前
8
時
30
分
か
ら
午

後
5
時
15
分
ま
で
と
し
ま
す
が
、
さ
ら

に
効
率
的
な
業
務
を
す
す
め
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
に
努
め
ま
す
の
で
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
総
務
課
　
人
事
給
与
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

佐
野
　
克
也
様
（
御
坂
町
下
野
原
）

【
ま
ち
づ
く
り
寄
付
金
】



■問合せ先　生涯学習課　青少年育成コーディネーター　☎�055（261）3339

　市青少年育成推進協議会では、日川高校教諭の古
田厚司先生をお招きし、10月18日に青少年指導者
のための講習会を実施しました。先生はノンフィク
ション『左手一本のシュート』で取り上げられた田
中正幸さんを指導したバスケットボール部の顧問で、
「田中正幸とその仲間たち～夢現への挑戦～」と題
した講演をしていただきました。
　古田先生は、バスケットボール部顧問の立場とし
てだけでなく、田中正幸さんが１年生のときに担任
としても接し、さらに毎日の登下校をサポートし続
けていたことから、身近な教師や指導者としての視点で語ってくださいました。
　会場は約90人の参加者でほぼ満員となり、熱心に聞き入っていました。
　古田先生が語った「指導者は常に学ばなければいけない。学ぶことを辞めるときは、指導
をやめるときだ」という言葉は、青少年育成に関わる者として常に心に留めておかなくては
ならないと感じました。
　参加者からは、「心に残る講演でした」「人柄を感じさせる熱い情熱と柔らかな語りに引き
込まれました」などの感想が寄せられました。市青少年育成推進協議会では、今後も、今回
の講習会のように、青少年の健全育成のために役立つ取り組みを進めていきます。

�
冬
休
み
に
向
け
て
、
北
風
に
負
け

な
い
自
分
だ
け
の
凧
を
作
り
ま
せ
ん

か
。

▼
日
時
�
12
月
18
日
（
日
）

　
①
午
前
10
時
　
②
午
後
2
時

▼
定
員
　
各
回
20
名
（
要
申
込
み
）

▼
材
料
費
　
2
0
0
円

　
次
の
期
間
を
休
業
し
ま
す
。

▼
年
末
年
始
休
業

　
12
月
27
日
（
火
）
〜
1
月
7
日
（
土
）

　
「
東
山
梨
の
鉄
道
遺
産
」
を
テ
ー

マ
に
、
近
代
の
山
梨
を
支
え
た
鉄
道

の
歴
史
を
考
古
資
料
か
ら
紹
介
し
ま

す
。
▼
期
間
　
平
成
24
年
1
月
18
日
（
水
）

〜
2
月
20
日
（
月
）

　
竹
を
使
っ
て
あ
そ
ん
で
み
ま
せ
ん

か
。
竹
と
ん
ぼ
な
ど
遊
ぶ
道
具
を
作

り
ま
す
。

▼
日
時

　
平
成
24
年
1
月
21
日
（
土
）

　
午
前
10
時
か
ら

▼
定
員
　
20
名
（
要
申
込
み
）

▼
材
料
費
　
無
料

　
市
内
在
住
の
小
学
生
は
利
用
券
提

示
で
、
本
人
と
同
伴
の
家
族
が
入
館

無
料
に
な
り
ま
す
。
ま
た
釈
迦
堂
ふ

ぁ
ん
ク
ラ
ブ
会
員
（
年
会
費
１
０
０

０
円
）
も
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
釈

迦
堂
を
お
気
に
入
り
の
場
所
と
し
て

楽
し
く
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
開
館
時
間

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

○
休
館
日
　
火
曜
日
・
祝
日
の
翌
日

（
土
・
日
除
く
）

■
入
館
料

　
一
般
・
大
学
生
　
２
０
０
円

　
小
中
高
生
　
　
　
１
０
０
円

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
☎
０
５
５
３（
４
７
）３
３
３
３

平成23年9月27日

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

平成23年10月4日

〃

〃

〃

〃

平成23年10月4日※

平成23年10月18日

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

平成23年10月18日※

〃

〃

境川町寺尾

境川町寺尾

境川町寺尾

御坂町成田

御坂町成田

石和町東高橋

石和町四日市場

八代町南・永井

御坂町・一宮町

境川町石橋

御坂町八千蔵

御坂町金川原

一宮町塩田

石和町

御坂町上黒駒

御坂町尾山

一宮町末木

一宮町金沢・新巻

石和町

八代町奈良原

八代町竹居

春日居町加茂

御坂町下黒駒

御坂町八千蔵

境川町大坪

春日居町熊野堂

八代町高家

一宮町塩田

一宮町国分

一宮町石

石和町窪中島

八代町竹居

石和町窪中島

一宮町東原・金田

石和町砂原

石和町砂原

石和町市部・窪中島

¥25,000,000

¥7,700,000

¥5,000,000

¥6,500,000

¥3,000,000

¥6,000,000

¥4,200,000

¥8,000,000

¥8,000,000

¥3,300,000

¥11,000,000

¥20,000,000

¥4,300,000

¥10,000,000

¥1,300,000

¥1,600,000

¥24,000,000

¥74,000,000

¥13,500,000

¥5,600,000

¥4,220,000

¥3,800,000

¥4,800,000

¥5,800,000

¥10,000,000

¥10,000,000

¥4,700,000

¥5,000,000

¥7,300,000

¥10,000,000

¥15,300,000

¥17,500,000

¥30,000,000

¥17,000,000

¥90,000,000

¥600,000,000

¥45,000,000

（株）ブレーンズ

昭和測量（株）

昭和測量（株）

岩間井戸工業（株）

（株）カワイ

森田測量（株）

（株）宮下測量

（有）飯田測量

（株）飯塚工業

（有）笛南興業

（株）上野建工

（株）地場工務店

（株）山梨技術研究所

（株）サンウッド

（株）日昇建設

（有）タナカ設備

（株）佐野緑化土木

友愛工業（株）

森田測量（株）

（株）日昇建設

（株）拓甲建設笛吹支店

（有）中村設備

古屋設備

（株）佐野緑化土木

（株）中村工務店（境川町）

（株）中村工務店（一宮町）

（有）雨宮組

（有）雨宮組

（有）雨宮組

矢崎興業（株）

友愛工業（株）

（株）上野建工

（有）松山興業

（株）佐野緑化土木

（株）中村工務店

（株）栗田工業

市道5276号線（旧境川442号線）道路詳細設計業務委託

市道5276号線（旧境川442号線）用地測量業務委託

市道5276号線（旧境川442号線）地質調査業務委託

笛吹市多機能アリーナ地質調査業務委託

笛吹市多機能アリーナ現況平面図作成業務委託

今井川測量設計業務委託

四日市場用水路測量設計業務委託

測量設計調査業務委託（八代町地内）

農業用施設緊急補修業務委託（6工区）

石橋水路改修工事

下水道管渠布設工事第10工区（御坂）

下水道管渠布設工事第9工区（御坂）

市道3149号線測量設計業務委託

市道1344、2-18号線（旧市道石和380、24号線）測量設計業務委託

市道2033号線舗装工事

尾山地内配水管布設替工事

市道3046号線（旧一宮3-45号線）道路改良工事

市道塩田金沢線道路改良工事

油川川測量設計業務委託

市道2-47号線外舗装工事

舗装本復旧工事第3工区（八代）

春日居町配水管布設工事第1工区（加茂）

下黒駒地内配水管布設替工事

下水道関連配水管布設替工事（御坂3工区）

笛吹市営境川大坪団地1号棟・2号棟修繕工事

笛吹市営春日居熊野堂団地修繕工事

市道4196号線側溝改修工事

塩田水路改修工事

国分水路改修工事

下水道管渠布設工事第11工区（一宮）

窪中島地内水路改修工事（1工区）

竹居農道改良工事

窪中島地内水路改修工事（2工区）

市道3262号線（旧一宮3-281号線）道路改良工事

市道1-13号線（旧石和13号線）（仮称）砂原橋下部工工事（1工区）（債務）

市道1-13号線（旧石和13号線）（仮称）砂原橋下部工工事（2工区）（債務）

市道1-9号線（旧石和6号線）道路改良工事

¥22,820,000

¥4,850,000

¥4,800,000

¥6,300,000

¥1,880,000

¥3,998,000

¥2,520,000

¥4,800,000

¥7,500,000

¥2,574,000

¥8,560,000

¥15,600,000

¥2,950,000

¥5,800,000

¥1,200,000

¥1,200,000

¥22,080,000

¥70,300,000

¥9,170,000

¥5,320,000

¥4,050,000

¥3,500,000

¥4,400,000

¥5,400,000

¥7,500,000

¥7,900,000

¥3,666,000

¥4,200,000

¥5,840,000

¥8,000,000

¥14,500,000

¥16,180,000

¥28,000,000

¥15,810,000

¥85,000,000

¥567,800,000

¥42,400,000

※総合評価

　
林
業
退
職
金
共
済
制
度
（
林
退
共
）
に

加
入
し
て
い
た
が
、
退
職
金
を
ま
だ
受
取

っ
て
い
な
い
方
を
探
し
て
い
ま
す
。
以
前
、

林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た
が
、
ご
自
身
が

林
退
共
へ
加
入
し
て
い
た
か
分
か
ら
な
い

方
に
つ
い
て
も
お
調
べ
し
ま
す
。

　
ま
た
、
罹
災
さ
れ
た
共
済
契
約
者
及

び
被
共
済
者
の
皆
さ
ん
に
対
し
、
各
種

手
続
き
（
共
済
手
帳
の
紛
失
、
退
職
金

の
請
求
等
）
の
必
要
が
生
じ
た
場
合
は
、

で
き
う
る
限
り
の
範
囲
に
お
い
て
速
や

か
に
対
応
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の

で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金
共
済

機
構
　
林
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

　
☎
0
3
（
5
4
0
0
）
4
3
3
4

　
次
の
国
有
地
に
つ
い
て
、
一
般
競
争

入
札
を
行
い
ま
す
。

▼
所
在
地
　
春
日
居
町
小
松
字
道
徳
７

７
６
番
3
外
1
筆

▼
地
目
　
宅
地

▼
用
途
地
域
　
非
線
引
都
市
計
画
区
域

▼
数
量
　
7
6
6
・
52
㎡

■
問
合
せ
先
　
国
土
交
通
省
　
甲
府
河

川
国
道
事
務
所
　
経
理
課

　
☎
0
5
5
（
2
5
2
）
5
4
9
4

早野組・飯塚工業（仮称）砂原橋
下部工工事（2工区）共同企業体 ※

※



7月3日（日）

石和町

境川町

芦川町

春日居町

日　程

地　域

12月31日（土）～
1月3日（火）

12月30日（金）

窪中島・四日市場・広瀬・

唐柏・東高橋・今井・河内・

小石和・砂原・井戸・東油川・

恵比寿

収集はありません

収集はありません

収集はありません

12月29日（木）

川中島・八田・東町・長塚・

仲町・西町・日の出・下平井・

上平井・中川・山崎・松本・

駅前・山岸・向田

全地区収集します

八代町 全地区収集します収集はありません

一宮町 収集はありません全地区収集します

御坂町

収集はありません

全地区収集します収集はありません

全地区収集します

全地区収集します

　年末年始（12月29日～１月３日）の可燃ごみの収集日は、次のとおりです。期

間中の収集は可燃ごみのみです。なおミックスペーパー・その他プラスチックの

収集は平成24年１月４日（水）から、可燃ごみの通常収集は１月５日（木）からです。

▼年末年始の可燃ごみの特別収集日

　ペットも歳を取ると、人間と同じように肉体的な変化だけでなく、

性格や生活サイクルにも変化が見られるようになります。

　毎日よくペットを観察し、快適に過ごしやすい環境を整えてあげま

しょう。

　ハムスターが突然眠ったように動かなくなったことはありませんか。

　本来、ハムスターは冬眠しませんが、寒くなり体温が低下すると冬眠のような状態

（疑似冬眠）になる時があります。これは、ハムスターにとってはとても危険な状況

です。

　寒くなってきたら、温度調節に気を付けてあげましょう。

　
猫
が
迷
子
に
な
っ
て
も
飼
い
主
が

分
か
る
よ
う
に
、
ま
た
、
地
域
の
野

良
猫
と
区
別
で
き
る
よ
う
に
、
連
絡

先
等
を
書
い
た
首
輪
を
つ
け
て
あ
げ

ま
し
ょ
う
。

　
安
易
な
気
持
ち
で
野
良
猫
に
え
さ

を
与
え
る
と
、
野
良
猫
が
増
え
て
し

ま
い
ま
す
。
飼
っ
て
は
い
な
く
て
も
、

野
良
猫
に
え
さ
を
与
え
て
い
る
方
に

は
そ
の
猫
に
つ
い
て
の
責
任
が
発
生

し
ま
す
。
食
べ
残
し
の
え
さ
で
周
囲

を
汚
し
た
り
、
フ
ン
で
近
所
に
迷
惑

を
か
け
た
り
し
て
い
ま
せ
ん
か
。
不
妊
・

去
勢
手
術
を
行
う
、
フ
ン
を
始
末
す

る
な
ど
責
任
を
持
て
ま

す
か
。

　家電リサイクル法対象品目であるエアコン、テレビ（ブラウン管式テレビ・液晶テレビ・プラズ

マテレビ）、冷蔵庫、洗濯機、衣類乾燥機の特別収集を行います。業務用の家電は収集しません。

○エアコン

○テレビ（ブラウン管式テレビ・液晶テレビ・

　プラズマテレビ）

○冷蔵庫・冷凍庫

○洗濯機

○衣類乾燥機

家電リサイクル法対象品目についてはリサイクル料金がかかります。

リサイクル料金は品目とメーカーで料金が異なりますので注意してください。

　
猫
の
飼
い
方
に
関
す
る
苦
情
が
市

役
所
に
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

飼
い
主
の
方
は
、
飼
い
猫
が
周
囲
の

迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
に
次
の
こ
と

を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　
猫
を
外
で
放
し
飼
い
に
す
る
と
、

フ
ン
や
い
た
ず
ら
、
鳴
き
声
な
ど
で

周
辺
の
住
民
に
迷
惑
を
か
け
て
し
ま

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
猫
に
と
っ
て
も
、
交
通
事

故
や
感
染
症
、
け
ん
か
な
ど
の
危
険

が
あ
り
ま
す
。
猫
が
苦
手
な

人
や
体
質
的
に
合
わ

な
い
人
も
い
ま
す
の

で
、
屋
内
で
の
飼
育

に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

　
猫
は
年
に
2
〜
3
回
出
産
し
ま
す
。

子
猫
が
生
ま
れ
て
も
飼
え
な
い
と
分

か
っ
て
い
る
場
合
は
、
事
前
に
去
勢
・

不
妊
手
術
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
市
で
は
、
手
術
費
用
に
つ
い
て
補

助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご

希
望
の
方
は
必
ず
手
術
前
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

▼日時　12月17日（土）　午前９時～正午　　　　▼場所　御坂支所南側駐車場

※詳しい家電リサイクル料金は、（財）家電製品協会家電リサイクル券センター（☎0120-319640）

にお問い合わせください。ホームページhttp://www.rkc.aeha.or.jp/

リサイクル料金（例）

メーカーにより料金が異なります。

○エアコン　　　：3,150円

○テレビ　　　　：2,835円

○冷蔵庫・冷凍庫：5,869円

○洗濯機　　　　：3,444円



知事表彰を受賞した弦間淑郎さん
＝県立文学館

カーブミラーを磨く同会石和支部員

　
10
月
30
日
、
県
民
の
健
康
づ
く

り
を
普
及
啓
発
す
る
た
め
に
開
催

さ
れ
た
「
健
や
か
山
梨
21
推
進
大

会
」
に
お
い
て
、
シ
ル
バ
ー
体
操

指
導
員
の
弦
間
淑
郎
さ
ん
が
、
同

大
会
の
知
事
表
彰
を
受
賞
し
ま
し

た
。
　
弦
間
さ
ん
は
、
健
康
づ
く
り
を

自
ら
実
践
し
て
い
る
こ
と
に
加
え
、

シ
ル
バ
ー
体
操
指
導
員
の
自
主
活

動
グ
ル
ー
プ
「
笛
吹
ス
ト
レ
ッ
チ

ク
ラ
ブ
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
社
会
体
育
指
導
者
の
経

験
や
様
々
な
資
格
を
活
か
し
、
講

師
と
し
て
市
内
外
を
問
わ
ず
、
健

康
づ
く
り
・
体
力
づ
く
り
の
普
及

に
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の

受
賞
は
、
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ

た
も
の
で
す
。

　
10
月
8
日
か
ら
10
日
の
3
日
間
、

ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
で
第
4
回
笛

吹
音
楽
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
開
催
初
日
の
「
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

コ
ン
サ
ー
ト
」
で
は
和
楽
器
が
演

奏
さ
れ
、
最
終
日
に
は
、
プ
ロ
・

ア
マ
が
共
に
演
奏
す
る
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
　
こ
の
音
楽
祭
は
、
市
民
が
中
心

と
な
り
、
行
政
や
各
種
団
体
、
そ

し
て
企
業
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々

の
協
力
に
よ
り
、
手
作
り
で
開
催

し
て
い
ま
す
。

　
10
月
23
日
、
春
日
居
ス
ポ
ー
ツ

広
場
に
お
い
て
「
第
7
回
笛
吹
市

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ま
つ
り
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
春
日
居
中
学
校
吹
奏

学
部
に
よ
る
演
奏
が
披
露
さ
れ
た

り
市
消
防
本
部
に
よ
る
煙
体
験
な

ど
の
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
た
ほ

か
、
市
内
の
各
種
団
体
に
よ
る
出

店
が
た
く
さ
ん
並
ん
で
い
ま
し
た
。

ブドウ狩りをする那古小学校の児童

もみじや芝桜を植える参加者

赤い羽根募金を呼びかける
中学生ボランティア

避難者に様々な物資を提供した市救
援物資支援センターの展示パネル

　
10
月
22
日
か
ら
23
日
に
か
け
て
、

芦
川
町
で
地
域
住
民
と
首
都
圏
在

住
者
を
対
象
に
し
た
地
域
間
交
流

促
進
事
業
（
花
、
木
植
栽
事
業
）

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
地
域
活
性
化
施
策
の
一

環
と
し
て
、
兜
造
り
の
古
民
家
や
石

垣
の
段
々
畑
の
さ
ら
な
る
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
を
図
り
、
道
沿
い
に
も
み
じ

や
芝
桜
を
定
植
し
、
将
来
的
に
も
み

じ
街
道
（
花
街
道
）
と
し
て
散
策
が

で
き
る
よ
う
に
行
っ
た
も
の
で
す
。

　
当
日
は
、
地
域
住
民
と
首
都
圏

か
ら
の
参
加
者
44
人
が
協
働
で
、

も
み
じ
60
本
、
芝
桜
6
0
0
株
を

植
え
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
植
え
た
木

に
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
を
取
り
付
け
て
、

今
後
の
成
長
を
見
守
っ
て
い
き
ま
す
。

一宮西小学校児童を代表してあいさつ
する羽田楓さん＝一宮西小学校体育館

　
10
月
17
日
、
P
T
A
や
学
校
関

係
者
な
ど
で
構
成
す
る
実
行
委
員

会
に
よ
り
一
宮
西
小
学
校
開
校
百

周
年
記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
の
中
で
萩
原
P
T
A
会
長

は
児
童
に
向
か
い
「
百
三
十
周
年
、

百
四
十
周
年
記
念
の
た
め
に
今
日

の
資
料
を
大
切
の
保
管
し
て
お
い

て
く
だ
さ
い
」
と
語
り
、
児
童
会

長
の
羽
田
楓
さ
ん
は
「
伝
統
あ
る

一
宮
西
小
学
校
に
誇
り
を
持
ち
、

こ
れ
か
ら
も
一
層
盛
り
上
げ
て
行

き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
市
が
整
備
し
、
管
理
は

P
T
A
と
同
小
学
校
が
担
う
芝
生
広

場
（
み
ど
り
の
広
場
）
の
完
成
披
露

式
や
フ
ィ
ー
リ
ン
グ
ジ
ャ
ズ
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
の
演
奏
も
あ
り
ま
し
た
。

荻野市長に受賞報告する白須さん
＝10月5日、市役所

　
「
第
31
回
少
年
を
非
行
か
ら
守
る

中
学
生
防
犯
弁
論
大
会
」
で
最
優

秀
に
輝
い
た
と
し
て
、
一
宮
中
学

校
3
年
の
白
須
莉
央
さ
ん
が
市
役

所
を
訪
れ
、
荻
野
市
長
に
受
賞
報

告
を
し
ま
し
た
。

　
9
月
29
日
、
玉
穂
総
合
会
館
（
中

央
市
）
で
行
わ
れ
た
同
大
会
は
少

年
の
非
行
防
止
や
防
犯
意
識
の
高

揚
を
目
的
に
開
催
さ
れ
、
各
警
察

署
管
内
で
行
わ
れ
た
予
選
会
等
で

選
ば
れ
た
13
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
報
告
に
訪
れ
た
白
須
さ
ん
は
、

そ
の
場
で
見
事
な
弁
論
の
一
節
を

披
露
し
、
荻
野
市
長
よ
り
「
こ
れ

か
ら
も
、
よ
り
一
層
の
精
進
を
期

待
し
ま
す
」
と
の
激
励
の
言
葉
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
9
月
22
日
、
笛
吹
交
通
安
全
協

会
石
和
支
部
で
は
、
山
梨
園
芸
高

校
の
農
耕
作
業
車
練
習
場
に
お
い

て
、
高
齢
者
を
対
象
に
参
加
実
践

型
の
交
通
安
全
教
室
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
同
教
室
に
は
市
内
の
老
人
ク
ラ

ブ
メ
ン
バ
ー
約
50
人
が
参
加
し
、

横
断
歩
道
の
渡
り
方
、
自
転
車
・

車
の
運
転
時
の
注
意
点
な
ど
を
確

か
め
た
り
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
10
月
16
日
に
は
石
和
町

内
に
設
置
し
て
あ
る
カ
ー
ブ
ミ
ラ

ー
の
清
掃
を
行
い
、
交
通
安
全
を

祈
り
な
が
ら
心
地
よ
い
汗
を
流
し

ま
し
た
。

　
10
月
13
日
、
笛
吹
市
の
友
好
都

市
で
あ
る
館
山
市
（
千
葉
県
）
の

市
立
那
古
小
学
校
の
6
年
生
47
人

が
、
修
学
旅
行
で
笛
吹
市
を
訪
れ

ま
し
た
。

　
一
行
は
、
最
初
に
、
市
内
の
ブ

ド
ウ
農
家
の
果
樹
園
で
ブ
ド
ウ
狩

り
を
体
験
し
、
果
樹
園
の
園
主
な

ど
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
大
き

く
て
お
い
し
そ
う
な
房
を
選
ん
で

収
穫
し
て
い
ま
し
た
。

　
午
後
、
子
ど
も
た
ち
は
市
役
所

を
訪
問
後
、
市
内
の
観
光
や
農
業
、

歴
史
文
化
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
が
決

め
た
テ
ー
マ
別
に
分
か
れ
て
、
石

和
町
内
な
ど
を
探
索
し
ま
し
た
。 筝と胡弓（右）による演奏＝10月8日

こきゅうそう

し
ら
す

り
　
お



●
耳
を
す
ま
せ
ば
え
ほ
ん
隊

12
月
３
日
（
土
）
・
10
日
（
土
）
・
17
日

（
土
）・
24
日（
土
）

午
前
の
部
�
11
時
〜
11
時
30
分

午
後
の
部
�
２
時
〜
2
時
30
分

毎
週
土
曜
日
２
回
開
催

●
家
族
で
始
め
よ
う
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

12
月
８
日（
木
）・
15
日（
木
）

午
前
10
時
30
分
か
ら

●
お
は
な
し
会
タ
ン
タ
ン

12
月
１
日（
木
）・
22
日（
木
）

午
前
11
時
か
ら

●
お
は
な
し
会
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん

　
ク
リ
ス
マ
ス
会

12
月
13
日（
火
）

午
前
11
時
〜
11
時
30
分

（
こ
の
日
以
外
に
も
要
望
が
あ
れ
ば

本
の
読
み
聞
か
せ
を
し
ま
す
）

●
ロ
ー
ズ
タ
イ
ム

　（
大
人
の
た
め
の
癒
し
の
時
間
）
★

12
月
16
日（
金
）

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

●
お
は
な
し
の
ゆ
り
か
ご

12
月
７
日（
水
）

午
前
11
時
か
ら

●
リ
サ
と
ガ
ス
パ
ー
ル

　
〜
お
は
な
し
会
〜

12
月
４
日
（
日
）
・
11
日
（
日
）
・
18
日

（
日
）・
25
日（
日
）

午
後
２
時
か
ら

●
プ
レ
マ
マ
　
〜
マ
タ
ニ
テ
ィ
支
援
〜

12
月
９
日（
金
）

午
前
10
時
30
分
か
ら

●
ベ
ビ
ー
ブ
ッ
ク
・
サ
ロ
ン

12
月
21
日（
水
）　
午
前
11
時
か
ら

●
え
ほ
ん
で
GO
！

　
〜
楽
し
い
読
み
聞
か
せ
〜

12
月
3
日（
土
）・
17
日（
土
）・
24
日（
土
）

午
前
11
時
か
ら

●
あ
か
ち
ゃ
ん
と
マ
マ
の
お
は
な
し
会

12
月
７
日
（
水
）
・
14
日
（
水
）
・
21
日

（
水
）�
午
前
11
時
か
ら

毎
週
土
曜
日
、
随
時
お
は
な
し
会
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

●
お
は
な
し
の
へ
や
　
も
も

　（
乳
幼
児
向
け
）

12
月
13
日（
火
）・
20
日（
火
）

午
前
10
時
30
分
〜
11
時

●
お
り
が
み
を
た
の
し
も
う
！

12
月
10
日（
土
）

午
前
10
時
30
分
か
ら
（
小
学
生
向
け
）

●
お
は
な
し
の
へ
や
　
さ
く
ら
ん
ぼ

12
月
24
日（
土
）

午
前
10
時
30
分
〜
11
時

＊
電
力
不
足
に
と
も
な
い
、
閉
館
時
間

が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
く
だ

さ
い
。

＊
図
書
館
の
お
は
な
し
会
は
、
子
ど
も

た
ち
だ
け
で
な
く
、
敬
老
会
・
公
民

館
ま
つ
り
・
老
人
ホ
ー
ム
・
デ
ィ
サ

ー
ビ
ス
施
設
・
病
院
な
ど
に
出
向
き
、

年
配
の
方
々
に
も
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ご
要
望
が
あ
れ
ば
随
時

出
前
お
は
な
し
会
を
行
い
ま
す
の
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

＊
個
人
的
に
朗
読
サ
ー
ビ
ス
を
お
受
け

に
な
り
た
い
方
は
、
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

★
…
キ
ャ
ン
パ
ス
ネ
ッ
ト
や
ま
な
し
登

録
講
座

●
新
年
開
館
日
の
お
知
ら
せ

　
石
和
・
一
宮
・
境
川
は
1
月
5
日（
木
）

か
ら
、
御
坂
・
八
代
・
春
日
居
は
6
日

（
金
）か
ら
開
館
し
ま
す
。

■
問
合
せ
先

石
和
図
書
館
（
担
当
�
雨
宮
）

　
☎
0
5
5（
2
6
2
）5
9
5
9

石
和
図
書
館

℡
０
５
５（
２
６
２
）５
９
５
９

平
　
　
　
日
／
午
前
10
時
〜
午
後
９
時

土
・
日
・
祝
日
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

一
宮
図
書
館

℡
０
５
５
３（
４
７
）５
２
２
０

平
日（
火
・
木
）／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
７
時

平
日（
水
・
金
）･

土･

日
／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

境
川
図
書
室

℡
０
５
５（
２
６
６
）２
０
１
４

平
日
・
土
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

春
日
居
ふ
る
さ
と
図
書
館

℡
０
５
５
３（
２
６
）２
２
８
３

平
　
　
　
日
／
午
前
10
時
〜
午
後
７
時

土
・
日
・
祝
日
／
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

八
代
図
書
館

℡
０
５
５（
２
６
５
）２
１
１
３

平
日
・
土
・
日
／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

御
坂
図
書
館

℡
０
５
５（
２
６
３
）０
３
６
３

月
・
火
・
木
・
金
／
午
前
10
時
〜
午
後
６
時

土
・
日
・
祝
日
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

◆
石
和
図
書
館

５
日
（
月
）・
12
日
（
月
）・
19
日
（
月
）・

26
日（
月
）・
28
日（
水
）〜
31
日（
土
）

◆
御
坂
図
書
館

７
日
（
水
）・
14
日
（
水
）・
21
日
（
水
）・

28
日（
水
）〜
31
日（
土
）

◆
一
宮
図
書
館

５
日
（
月
）・
12
日
（
月
）・
19
日
（
月
）・

23
日
（
金
）・
26
日
（
月
）・
28
日
（
水
）
〜

31
日（
土
）

◆
八
代
図
書
館

５
日
（
月
）・
12
日
（
月
）・
19
日
（
月
）・

23
日
（
金
）・
26
日
（
月
）・
28
日
（
水
）
〜

31
日（
土
）

◆
境
川
図
書
室

４
日
（
日
）・
11
日
（
日
）・
18
日
（
日
）・

23
日
（
金
）・
25
日
（
日
）・
28
日
（
水
）
〜

31
日（
土
）

◆
春
日
居
ふ
る
さ
と
図
書
館

５
日
（
月
）・
12
日
（
月
）・
19
日
（
月
）・

26
日（
月
）・
27
日（
火
）〜
31
日（
土
）

▼日　時　12月17日（土）午後2時から
▼場　所　春日居あぐり情報ステーション
ハイビジョンホール
▼内　容　クリスマスおはなし会・なんじ
ゃもんじゃミニミニコンサート

各図書館で楽しいクリスマスイベントを開催します。
入場無料ですので、ご家族そろってお出かけください。

▼日　時　12月3日（土）
　午後2時から
▼場　所　境川図書室
▼内　容
　クリスマスおはなし会

▼日　時　12月10日（土）午後1時30分から
▼場　所　いちのみや桃の里ふれあい文化
館　ホール
▼内　容　クリスマスのおはなし・クリス
マスプレゼント

▼日　時　12月3日（土）午後2時から
▼場　所　学びの杜みさか　視聴覚室
▼内　容　お話・工作・映画会

▼日　時　12月18日（日）午後1時から
▼場　所
　スコレーセンター
　集会室
▼内　容
　クリスマスおはなし
　会

▼日　時　12月10日（土）
　午後１時30分から
▼場　所　八代図書館
▼内　容　クリスマスおはなし会



▼「一宮西小学校開校百周年記念式典」を
取材しました。催しの締めくくりに、フィー

リングジャズオーケストラの17名がビッグバンド形式で
演奏。中でも、一宮西小学校の校歌がマーチ風、ワルツ風、盆
踊り風、4ビートのスウィング風にアレンジされて披露され
た時などは、会場の景色が曲調に合わせて変わるかのようで、
すばらしい趣向でした。はじめは、「ジャズ」ということでお
となしく聴いていたかに見えた児童も、自然とその調子に
合わせて体をゆすったり手をたたいたりしていました。�（K）

■問合せ先　経営企画課　経営政策担当　☎�055（262）4111

バート市の
ウド・グラットハール市長

バート市からの義援金を日本赤十字社山梨県支部、
今村事務局長（右から2人目）に渡す荻野市長

除幕式を行うバート市のウド・グラッ
トハール市長（左から2人目）と関係者

　国際友好都市であるドイツのバート・メルゲントハイム市（バート市）とは、同じ温泉リゾート

であり、温泉療法の先進地であることから、旧石和町が平成３年５月に友好交流協定書への調印を

行い、笛吹市になってからも継続して交流が行われてきました。

　本年３月の東日本大震災の際は、地震発生直後から本市をはじめ被災地の状況をご心配いただく

とともに、６月には、被災された方々に対するお見舞いの気持ちから、総額で約7,000ユーロ（日

本円で約80万円）のご寄付をいただきました。

　このたび、バート市長から、新しい住宅街に新設された道路を、「笛吹通り」と命名したというお

手紙をいただきましたのでご紹介します。

　2011年4月、議会が新しい住宅街にできる道路に友好都市のまちの名前をつけることを決定

しました。

　この10月には、新しい道路が完成し「笛吹通り」と名前を付け、お祝いの式典の中で披露し

ました。

　この新しい住宅街には、若い家族と子どもたちが住んでいます。

　新しい世代がこの通りの名前を見ながら生活し、子どもたちが小さい時から友好都市との関

係を身近に感じ、よりよい関係につながっていくことを願っています。

ウド・グラットハール

　　（以上、手紙の抜粋）

　バート・メルゲントハイム市のあたたかいお気持ちが、笛吹市とバート市の友好の絆をさらに深め、

市民レベルでの交流が促進されるよう取り組みを進めていきます。

きずな
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